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英語教育における Punctuationの用法についてー2-

井口 美登利

0 はじめに 1以上前稿 「茶話教育における Punctuationの用法に

Punctuationの歴史lついてー1ーJ東京立正女子短期大学紀委第六巻・

昭和53年3月.pp. 1ー 15

2 Punctuationの種類とその用法

G.P.O. Style Manual 

Gregg Reference Manual 

3 英語教育と Punctuation

Practical English Handbook 

Typing Mailable Letters 

Ne、"Ho口zonEnglish Course 
New Prince English Course 

Everyday English 

4 おわりに

2 Punctuationの種類とその用法

2-1 現代の英語表記に用いられている Punc印刷onの用法が 17世紀

以後に確立されたこと，基本的な PunctuationMarksとしては Period.

Colon. Semicolon.および Commaがあり， 補助的なものと して Question

Mark. Exclamation Point. Quotation Marks.さらには Hyphen.Apostro・

phe. Dash. Parentheses等が挙げられることは.IIIJ稿の終りに示した通

りである。

今日，一般に受容されている Punctuationの用法については， 各種の，

いわゆる StyleManualによって多少の泉同はあるにしても，その大筋に

おいては一応の安定を見せているようである もとより，詩作をはじめと

する，文芸の分野，あるいは専門的文献の領域にあっては，時に大いに個
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性的な別法のあることは当然であり，文体との関係においてもまた，高度

に Formalなもの，あるいはその逆に， まったく Coloquialな表現とい

ったよ うに，一般的な Punctuationの用法から巧えれば逸脱している Case

も少しとしないことは事実である.

けれども，これが各人の怒意的なものとなっては，徒らに混乱を招くこ

とは明らかである。 そこには板底となる基準がなければならぬ すなわ

ち，原則があっての変則であり，本格をふまえての政務であるべきである

と忠、う

2-2 いわゆる G.P.O.Manual，正確に言えばUnitedStates Govern-

ment Printing Office Style Manual'はその第 91宮を専ら Punctuationの

用法にあてぺ 15頁にわたり，詳細!な説明と坐臼な用例とを示している

まず Punctuationを定義して li.fJ写あるいは印刷された言語の意味を

明脈にするための装置 CDevice)であるJとした後に， I語順の配置が適切

ならば Punctuationの使用は最少限に止まる」こと，そして， Iこうした

Punctuationの使用を制限する傾向からは，両義 ・多殺をふくむ暖昧さを

除き，正確な解釈を可能とする語法 CPhrasing)に熟達することが要求さ

れる，Jと述べている。

さらに「この Manualは Text'の敏いにおける通例を示すに止まる .J 

と記し，次いで Punctuatiol1のJfJ法に対する細目の厳密な規定や回一化に

は，困難な事情のあることを容認した上で， Iーたん選択した用法は， 首

尾一貫すべきであり， また，文章構造に基づくべきものである」と冒頭

の解説を結んでいる

2-3 G.P.O. Manualに掲げてある Punctuationの種類は次の通りで

ある

1. United States Government Printing Office Style Board. Revised Ed山on，

January 1959， Washington 

2. Ibid.， pp. 133-148 

3 例えば Letterにおける TextとはLetterbodyのことをいうのであり，

Date， Inside address. Salutation， Closing， Signature section等の各部につ

いては，})IJの Punctuationformが適用されることを怠味している
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Apostrophe 

Brace 

Brackets 

Colon 

Comma 

Dash 

Ellipsis 

Exclamation point 

Hyphen 

Parentheses 

Period 

Question mark 

Quotation marks 

Semicolon 

これに対する解説は Rule9. 1より発して Rule9. 131に及ぶ 131の

項目に別れており，解説の補助として引用された文例あるいは句例はその

総数332に達している しかもこれが， r単なる通例」というのであるか
ら Punctuation用法の復雑さは推して知るべきであり， その正確な知識

と応用には体系的な教育の必要なことを認識させられるのである

2-4 民間企業を含む一般の Oflice での文古作成のための実用的な

Manualとして，今日も っとも普及度の高いGreggのReferenceManual' 

には，その第1部，文法・用法 ・文体の第1・第2i;i:の全部，合計58頁を

通じて Punctuat旧nの用法と解説に当てている， この告は，巻末の索引

を含み総頁数286であるから，その 20per cent強を占めることになる.

この Manualの構成はおよそ英語を母国語とする人たちにとっての，r文
法」の問題とは.Punctua tionをはじめとする Capitalization，Numbers， 

Abbreviations， Plurals and Possessives... とL、った事項が，すくなくと

も実用面においては，挺起きれることを如実に示している われわれ日本

人が会話を交わし文章を3くときに，いちいち「力行及、絡活用の連用形だ
から・・・」 という思考過程を経ることがないのと同様に， r不完全自動詞
の補語」だの「接続法過去完了」だのといった意識が，実際に日常語とし

ての英語を読み.f!1く場合に，生じているわけではなかろ う けれども，

例えば，好むと好まさざ，るとに拘らす

づかLい、づ」にしても'表音通りを原ftlJとしながらも「かなずかし、」とは合か

ぬし，そこには「ぢJrづ」と「じJrず」について，r二語の迎合， 同音

の連呼」による場合の例外規定があるために，いれぢえ(入れ知恵〉とな

4. Gavin， Ruth E. : Reference Manual for Stenographers and Typists， Third 

Edition， 19唱l ここでは ThirdEdilionによ ったが，現在は FifthEdition， 
1977が出ている
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り，つづく(絞りと書くことになる 助詞，長音， t幼音あるいは外来語

のおき表し方となってくると，これはもう直観で処理して過誤なしという

わけには行かない.先に述べたような意味からすればこれが，われわれ目

本人にと っての文法の問題といってよかろう.

Greggの Manualに掲げてある Punctuationの秘類は

Major Marksとして rPeriod

Terminal Punctuation j Question mark 

lExclamation point 

rComma 

Internal Punctuation ~ Semicolon 

lColon 

Other Marksとして Dash

Parentheses 

Quotation marks 

Underscore 

Apostrophe 

Ellipsis marks 

Asterisk 

Diagonal 

Bracl世ts

の合計15であるが，さらに，もうひとつの要素として Typew口terSpacing 

with Punctuation Marksを挙げているのは， Word IlJ]の Spacingがむし

ろ Punctuationに先行していたとい う歴史的発展の事実を考えるならば

興味深い

Punctuation Marksに対する定義は 「文の窓味を容易に理解させるた

めの補助的手段 (MechanicalMeans)であり，語版のみで不充分な場合に

誇 ・節 ・相互の適正な関係を表示するものであるJ としており， さらに

もし，どうしても適当な Punctuationが見当らぬような場合には，そもそ

も文章桃成が不備なのだから，そちらの方を先に訂正すべしといったきわ

めて実際的な助言をそえている Manualに示されている Ruleの数は101

から 298に至る 198の項目に上るが， さらにその中には， a， b， c・・・とい

った Subdivisionあるいは Note，Caution， Exceptionの示されているも

- 4ー



のも多く ，それらをすべて 1項目として Listupするならば.88項目を加

えて総計286項目の Ruleが存在することになる.そのすべてを完全にそ

らんじることは至難の業であろう.きればこそ，こうした細目に分類し，

いちいちの Caseに対応した正確な用法の検出できるような Manualの存

在理由があるわけである.

3 英語教育と Punctuation

3-1 このように多様化 ・復雑化した PunctuationMarksに対する充

分なる基礎知識を授け，その実際的応用に対する能力を養成するために

は，英語教育において如何なる方法が取られ，特に VhitingとL、う最大

の柱の中においてどのように位位づけられているであろ うか ? そして，

適正な Punctuation使用の能力こそはまさに. r役に立つ」文;!?を作成す
るための不可欠の要素のひとつであることは明らかである それは主とし

て，広義に Socialな WrittenCommunicationの場において， もっとも

有力に作用する因子となることは勿論であるが.Personalなあるいは In-

formalな WrIttenComml1nication にあっても相当の影響を持つべきこ

ともまた疑いない

3-2 前章て'挙け.たG.P.O.Manualにしても GreggReference Manual 

にしても，これを文密実務，英語表現法のための教育用 Textとして使用

することもあるいは可能であろ う しかしながら，その本来の趣旨として

は，どこまでも実務のための使覧であり，すでに一応の知識と技能を備え

た人たちが座右において活用するためのものであるから，そのままにこれ

を英語教育に組み入れるのには多少の無理がある，むしろ Reviewあるい

は Sumrnaryとして，習得した知織を整理させるまとめとしての役割，ま

たは CaseStudyとしての応用問題集と考えて活用する方が本筋であろ

フ

3-3 欧米のCollegeでひろく Textとして使用されている各種の Eng

Iish Handbookの類は， PunCluatIonを含む，こうした基礎的な「文法」の

問題を初期の一般教育過程において履修させるためのものと聞いている

試みにこうした Handbook のひとつである HoughtonMifl:lin版の

5 



Practical English Handbook'について見るならば， その PartFourに

Punctuationがあり， Page 90の Chapter21の EndPunctuationから

はじまり Page137の Chapter29の QuotationMarksに至るまでの 9

平， 50項目について，合計 138 頁にわたり詳細な解説と~bJな用例， これ

に加えて適切な車u習問題までが，きわめて体系的に，そして何よ りも学習
に容易なように整然と編集されていることが判明する 6 こうした徹底し

た基礎教育のよに立ってこそ， Manualの活JTIも可能となるはずである

が，母国語たる英語の Punctuationに対して，これだけの教育を必要とす

ることを再確認するとともに，ひるがえって，わが国の英語教育における

Punctuationの用法に関する教育の現状を思うとき，まったく寒心にたえ

なかったのである.

Practical English Handbook に見える Punctuation教育の Programの

一郎を掲げれば次のとおりであって， わが国における英語教育におい;て

も，少くとも高等学校の課程中に， この程!itの内容を Coverすることが

望ましいと考える.

1 End Punctuationの観察l

Declarative sentenceの終りには Periocl(.)

Interrogative sentenceの終りには QuestionMark(?) 

Exclamatory sentenceの終りには ExclamationPoint(!) 

5. Watkints， Floyd C.; Martin， Edwin T. ; and Dillingham， William B 

Practical English Handbook， Second Edition， 1965 

6 この他，すくなくとも筆者が手にした十指に近い Handbookについても，

ほとんど阿保な内容であって，甲乙は附け難かったが，そのうちの数¥!fを挙げ
れば次の通りである

Moclern English Handbook， Prentice.I-lall， Tnc. 

(Section 25， pp. 467~496 を PU l1ctuation に当てている .) 

1-Iarbrace College Handbook， Harcourt， Brace & World， Inc 

(pp. l09~166 を Punctuation に当てている . )

Concise English Handbook， Worclsworth Publishing Company， Inc. 

(pp. 245~289 を Punctuation に当てている.) 

The Secretary at Work， McGraw.1ーIillBook Company. lnc. 

(Reference Section， pp. 173~177 を Punctuation に当てている〉

Clerical Office Practice， South-Western Publishnig Company 

(Ap問 ndほ s，pp. 502~513 を Punctuat i on に当てている .) 
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をおく .

1 a Statementあるいは 1司fish，Commandを表わす Sentenceの終

りには Perioclを使う

lb ほとんどの Abbreviationのあとに Periodをおく.

1 c 書名，組名等のあとには Periodをおかない ただし Question

Markと ExclamationPointはそれが題名の一ffilであるとき

は加える

1 d lnterrogative Sentence，すなわち， Di rect Questionの終りには

Question Markを使う Single lnterrogative Sentenceの中

に， いくつかの Questionが含まれている場合には Internal

PunctuatIonとしても，Commaの代わりに QuestionMark 

を~うことがある

1 e 年代， 日付，数字などが疑わしい場合には Parenthesesに包んだ

Question Markをそえることがある.

1 f vVord， Phrase， Sentenceの後に加えた ExclamationPoint は

Strong Exclamatory Feelingを示す

Exclamation Pointと Commaを連絞して使うことはない。

19 原則として2つ以上のPunctuatiohMarkを連続して使うことは

ない.

2 The C冶mma

CommaはSentenceの中で Sentenceの構造を示し，意味を

明らかにするために使用する.主として， (1) lndependent 

Clausesや Seriesの中の Itemsのような EqualElementsを

分けるため (2)Modifiersあるいは Parentheticalな Words，

Phrases， Clausesを Setoffする場合である Sentenceの中で

Set offされた Elementは，その前後に Commaを加える

2 a CoordinatingなConjunctionでつながれた IndependentClauses 

を分けるために Commaをおく.

2 b Series，すなわち，3つ以上の同様な Itemsは， それが Word，

Phrase， Clauseのいずれてwあっても，その聞に Commaをお

く

2 c Andの入っていない CoordinateAdjectivesの間にはおかない
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2d 通常 LongIntroductory Subordinate Phrase or Clauseは Comma

でSetoffする

2 e Nonrestrictiveな Appositives.Phrase. ClausesはCommaで

Set off する これに反して.Restrictive な Appositives，

Phrases. Clausesには Commaを用いない

2 f Sentence Modifiers. Conjunctive Adverbs.およびNormalvVord 

Orderから外れた SentenceElementは Commaで Setoffす

るただ しConjunctiveAdverb “however"は常にCommaで

Set offするが NoMatter Ho¥Vを意味する AdverbHhowever" 

には Commaは不安であるー

2 g Degrees. Titlesおよび Dates.Places. Addressesの中の Element

は Commaで 5etoffする

2 h Contrastを示し.Emphasisを加えるとき，および，文末の Short

Interrogative Elementを Setoffするのに Commaを使う.

2 i Yesや Noあるいは Ohや もNellのあとにCommaを使い Mild

lnterjectionを表わす

2 j Direct Adderssの Wordsを 5etoffするとき.Personal Letter 

における 5alutationの後に Commaを似ょう

2k 引用をと もなう hesaid. he remarked. he replied. のよ うな

Expressionは Commaで Setoffする

2 1 Absolute Phraseは Commaで 5etoffする

2m MisreadingをIl!iぐため，あるいは(動;百1.特にbe動詞)の省略

を示すために Commaを用いる

3 Unnecessary Commas 

3 a 5ubjectとVerbの間.VerbあるいはVerbalとそのComplement

の rl~. Adjectiveとその Modifyする も町ordの問には Comma

は用いない 7 ただしそれらの間に Setoffすべき Intervening

7 このところが，日本語における読点〈 、〕の用法と英語における Commaの

用法とが基本的にちがう点である 日本語では文の主題となる語のあと，すな

わち主計tのあとに，原則として読点を加えるのであり，その例として，永野賢

氏は

ゾウは、ぬが長い。ことしの遠足は、減1.11と決まりました。野球なんか.つ
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Elementsが入る場合は別である.

3 b Compound Subjects. Verbs， Complements， or Predicatesの問

には Contrastor Emphasisを示すとき以外には Commaを用

いない.

3c ふたつの DependentClause を結んでいる CoordinatingCon-

JunctlOn の前には Contrastor Emphasisを示すとき以外

Commaを用いない.

3d 比較を表わす thanの前， as... as， SO. .. as， 50... thatのよう

な CompoundConjunctionの問には Cornrnaを用いなL、

3 e like， such asおよびこれに類した表現のあとにはCornmaを用い

ない. ただし，例えば suchasの前にくる Phraseのあとに

Nonrestrictiveな用法の場合に限り Cornrnaを加える

3 f Question Mark， Exclarnation PointあるL、は DashとComma

を併用することはない

3g Comrnaは Parenthesisのあとには使えるが，前には使わない.

3 h Short Introductory Adverbial Clauses or Phrasesのあとには

通常 Cornrnaは不要である

3 i RestrictiveなClauses，Phrases， Appositivesを Setoffするとき

Commaを使ってはならぬ.

3 j Coordinateでない Adjectivesのあとに Cornrnaは使わない。

まらないよ。君、知ってるだろう。わたし、存じませんの。を挙げており，主

題のあとに読点をうたなくてもよいのは主語 ・述諮の関係にある語句が短いば

あいに限られ，その例として 情勢は一変した。を示している (永野賢.r句
とう点のうち方Jr言語生活』第66号，昭和32年3月 p.63) 
8. Semicolonは，わが国の学生諸君が 「英作文」をやるときに，まずもって使

用することの稀な Punctuationであろう そして，英語を母国語とする人た

ちによってmかれた多くの文告には， それが BusinessLetterであろうと，
Report， Thesis，であろうと，すくなくともちゃんとした 「おとな」の魯いた

ものであるならば，その中に用いられる Punctuationとしての Semicolonの

使用頻度は決して少くないのである r文章構造を反映し， 文~を明瞭にする」

という Punctuation本来の目的に!照らして，こうした Semicolonの活用によ

り，いたずらに Wordyな Sentenceは Moreeconomicalになるばかりか

Clearerで MoreconsistentなExp時 間 011となって くるのである 後に述べ
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4 The Semicolon' 

Semicolon は Sentence の中で， Coordinate Elementsを

Commaよりは強く分けるときに用いる.

4a 例えば and，but， Of， nor， for， so， yetのような Coordinate

Conj unction で結ぼれていない2つの TndpendentClauseは

Semicolonで分ける

'1 b Independent Clausesを Semicolonで分ければ Emphasisある

いは StrongContrastを示す.

'1 c 複合桃造をもつか，あるいは 1nternalPunctnationを合む 1nde.

pendent Clanseを分けるには SemicolonをJTIいる

4 d Seriesの中の InternalPunctuationを含む 1tem を分けるには

Semicolonを用いるー

4 e 1ndependent Clause， Dependent Clause， あるし、は Clause，

Phraseで Coordinateな関係にない Elementの聞には Sem卜

colonを用いてはならない.

以下

5 The Colon 5a ~5e 

6 The Dash 6 a ~6 d 

7 Parentheses 

8 Brackets 

9 Quotation Marks 9 a ~9 f !I[i'jとなっており， さらに General

るが，わが国の中学校用英語教科書にどの若ill/出版社のものにして筆者の知
る限りではついに Semicolonは登場していないことを中しそえておく

日本語の句読点では.Semicolonの役創りのひとつも，いわば Comrnaと

同じ記号の読点で策用しており，大きく言えば論理的な混乱を避けがたいので

はないかと思われる これも永野賢氏によれば句読点の用法として

二，役わりの同じ話句が並ぶばあい、そのあいだにうつ。

(イ)重文のばあい。(文が終る形をとっていても‘文意が下に続くばあい

を含む。〕

(例〕 父も喜び‘母も喜_c

おじいさんは山へ芝刈りに、おばあさんは川へせんたくに行きま

した。

(Ibid.) を挙げているが，これは茶話q)Punctuationでは，まさに Semi.

colonを使うべきところであろう
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Exercises A，B，C，Dを以て終っているのであるが，紙数の関

係で内容は省略した.

3-'1 外国の Vocationalな教育の場における Punctuationm法の位ii1
はどうであろうか ? きわめて実践的な BusinessLetter Typingのため

の Text-Workbookとして定評のある TypingMailable Letters'につい

て見るならば， 著者たちはまずその表紙に“MailableLetter" (役に立つ

手紙)作成のための基本的条件として次の6項目を挙げている

Placement， Courtesies， Spel1ing， Punctuation， Capitalization， 

Number Expression 

そして Project8， Project 9， Project 11から Project20までを Punc

luatlonの実際的用法を Iくey Pointとする演習に当て Letter22から

Letter 27，および Letter31から Letter62に至る 38通のまことに周到に

Programされた BusinessLetterの作成を通じてその技能を発展させる俄

成を取っているが，別に巻頭の PageviからPageixに至る RulesSum-

maryの Sectionが附属していて，ここではきわめて簡潔に56項目に整理

した Punctuation 関係の Rules を実例をそえ掲示してあり，参JK~の(史に備

えているあたりは見事である

Officeにおける BusinessLetterの1*、稿は， その 90per centに近く

Dictateあるいは OralInstructionで出されるという欧米の現状を考える

ならば Stenographerあるいは Secretaryにとって，自由自在に Punctu-

atlOI1を駆使する能力はきわめて有用である教室内での TrainingCourse 

ならばいざ知らず， Dictatorが Punctuationを指定してくれるはずはなか

ろうからである.およそ TypingMailable Lettersの全 Project数は 25

であるから Punctuationはそのうちの12訟を占めるが，これに，その内容

から考えて広義の Punctuationに含めてもよい Project10. Capitalsを加

えれば合計13章となり，過半数の 52per centとなる ちなみに，残る 12

の Projectの名称を挙げるならば Letter Placement; Paragraphing; 

Paragraph Display; Correspondence Courtesies; Attention and Subject 

Lines; Plurals of Nouns; Word Division; Number Rules: Figures vs 

vVords; Number Rules: Addresses， Dates， Money ; Number Rules: Time， 

9. Liles， Parker; Brendel. Leroy A. and Krause， Ruthetta: Typing Mailable 
Leuers， Second Edition， 1969 
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Measurements. Identifying Words; Dictation Challenge 1; Dictation 

Challenge 2となっていることをご承知願いたい こうした，それぞれの

項目について，きわめて重要な内容を含んでいることは当然であるのに，

その全体を合わせたものよりも多くの Projectを， Punctuation関係に対

して政していることを強調したいからである.

3-5 わが国における英語教育，特に中学校における初期教育の場にお

いて.Punctuationの問題はどのように取り上げられ，織り込まれ，教育

されているであろうか ?

先に述べたような，英語を母国語とする国の大学生，あるいは職業訓練

としての文香実務研修生とは，そもそもの基礎学力に大差があり，英語学

習に対する動機 ・目的も全く異なることから，同日に比較するのは所詮無

意味であるかも知れない けれども，たとえば，わが国の中学校において

外国語教育として行われる英語の学習についても，また程度の差こそあれ

Reading， Speakingとならんで Writing も欠くことのできない到達目標

のひとつであることは疑いない Punctuationは主として Writingの場合

に有用であることは，これを母国語として考えれば当然、のことであろう

が，わが国のようにこれを外国語として少年期より初めて学習するという

条件を思えば， Readingの場合にも またその論理的な内容理解を助ける上

で大いに関係してくるわけである。

3-6 試みに，現在わが国で広くeJUfIされている中学校用英語教科苫の

ひとつ NewHorizon10について，その Punctuation関係の部分をm録し
て見れば，次のと うりである

場所 記事

p. 1 Lesson 1の Footnote C>文は大文字で始める.

C>文の終りの(・〕をピリオドとい う

じ〉地名や人名は， 文のとちゅ うでも大文

字で始める

p.4 Lesson 3 の Footnote C>聞いの文の終わりの C?)を，!lェy、

10. New Horizon English Course， Revised Edition， Tokyo Shoseki 
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チョ γ ・"7-17とい う.

[>YesとNoの次の(.)をコ γマという

[>isn'tの(， )をアポ旦トロフィとい

う

p. 18 Lesson 7の Footnote [>Mr や Mrs は，文のとちゅうでも

大文字で始め，終りにはふつうピ リオ

ドをつける.

じ>1はいつも大文字で白く
p. 35 Lesson 11の Text Ken: Good morning， Mike， 

How are you? 

Mike: Fine， thank you， 

How are you? 

のように Colonが出てくるが説明は何もない.以下A: B: Kate: Nancy 

のように Colonは再三登場する.

p. 68 Lesson 20の T"，xt forty-five， twenty-fiveと Hyphenが出

てくるが説明は何もない.

p. 73 Lesson 21の Text 例文として

Yes， there is./No， there isn't 
と Diagonalが出てくるが説明は何もない

p. 82 Lesson 23のTextの例文 rYes，1 am. 

l No， 1 am not 
と今度は Braceの型が出てくる.

p. 94 Lesson 26の Text They are spring， summer， fall， and 

wmter. 

They are March， April， and May 

Which do you like better， spring or 

fall? 

のような Commaの月例があるが，説明は別にない。 すくなくとも，

Colon， Hyphen， Diagonal， Braceについてはこの教科位のどこにも，そ

の一般的な用途あるいは名称についてさえ，全く説明は見当らなかった

同じく NewHorizonのBook2になると， Colonと Diagonalは頻

繁に本文中に出てくるし， Parenthesisのほか Bracketsも見えている
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p. 19 Lesson 5の Text l-!elen: She said to him，“Don't sleep 

here. You must be quiet in the library." 

として QuotationMarksが出てくる ここにも説明はないし， Direct 

Quotationを Capitalで始めること， Periodが ClosingQuotation の

1nsideに入ること， Double Punctuationの不要なこと等の説明は，すく

なくともこの教科部には一切見当らない.Quotation Marksはその後盛ん

に登場する そして例えば

p. 29 Lesson 7の Text “Oh) please take it away，" she cried 

のよ うな用例が出てくるが，別に説明はない.

p. 33 Lesson 8の Text Jane: Oh， Fred， it's my birthday! 
をはじめ5囚にわたって Exclamationpointが出てく る.説明はない

p. 43 Lesson 9の練習 9: 45 1t is a quarter to ten 

として Colonが出ているが，説明はない.

p. 50 Lesson 11の Text Jane is nO¥V staying in ¥Vashington， 

D.C. with her {riends 

とあるが，これは現代の用法からすれば

Jane is now staying in Washington， D.C.， with her {riends 

とすべきであろう"

すくなくとも CityとStateあるいは Districtとを併記する場合の Com-

maのJfJ法については， こうした機会に触れておいた方がよいのではない

台、q

p. 54 Lesson 17の練習

とあるから mlspnntではない.

l-!e went to Washington， D. C_ last 

September 

Jane has been in Washington， D.C 

for three days 

p. 86 Lesson 18の Text 1n London people call it the “tube." 

Why do they call it the“tube'つ

と QuotationMarks with Other Marks of Punctuationの ruleに関係

する例文があるが，解説はなレ.すくなくとも， PeriodとCommaは常に

1nsideに位くが，Question markと Exclamationpointは文意によ って

11. Rule 168， Reference Manual for Stenographers and Typists. 
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1nsideに来る場合と Outsideに置く場合とがあり， Double Punctuation 

を避けるという原則と関係して，この場合後者の用法にあたることぐらい

は説明した方がよいのではないか.

p. 96 Lesson 20の Text Tom: 1'm sorry， Aunt Polly 

1 was very hungry， becanse I. 

と Ellipsisは p.112の次に附いている総合練習でも

次は Book3である.

How lonl! • • .?1 
Ho¥V ~~:v... ?t として出ている
Q¥V many. ・ 1

p. 77 Lesson 14の Text Opening quotation marksに対応すべき

Closing quotation marksをParagraphの終りにそえずに，次の Paragraph

もまた Quotationの続きであることを表示する用法が出ているが，解説は

ない.引用の終るところで， 初めて ClosingQuotatioIl Marksを位いて

明示するとしづ 例が，この Lessonで2回にわたり示されている.Footnote 

あるいは練習，まとめ，の中で示してやるべきではなし、かワ 指導訟に解

説を示して，担当の教師から徹底させるというだけでは不充分であると思

う 事実筆者の記憶からすれば， New I-Iorizonを履修したかなり素質の

すぐれた生徒たちにしても， そのほとんどがこうした知識を持っておら

ず，教室での説明を受けた覚えはないと答えたことを申しそえたい

そして， Book 1， Book 2， Book 3を通じて，合計340頁，62のLesson

を通じてついに Semicolonは現われてこなかった。いちおう， Book 3と

もなれば ClaraBarton anc1 the Red Crosssだの TheMerchant of 

Veniceも載っているわけだから， Semicolonのような，もっとも Major

なInternalPunctuationのひとつが欠けていることにいささか奇異の感を

抱いた

3-7 もうひとつの中学校英語教科書 NewPrince English Course!2 

について見ることにしよう

p. 6 註文は大文字で始める 文の終りにピリオド( )をつける。

p. 7 註疑問文(問いの文〉の終りにクェスチョン ・マーク(? )をつ

12. New Prince English Course， Kairyudo. 

-15ー



ける Yesのあとには(， )をつける ( ， )の記号をアポλ

トロフィとし、う .

p. 8 註 Noのあとにはコンマ (， )をつける。

p. 23 註 「私」を表す I はいつも大文字で【I~ く

このあたりまではまったく Horizonと同様であるが，p. 19 Lesson 4で

Text中にDick:My name is Dick. What's your name?として Colon

が凶てきても説明はやはりない この教科訟はほとんどが Dialogueの形

式でf!~かれているがそれだけに

p. 56 Lesson 13の Text M: Let's write his name here. 

t∞... Fine. 
と Ellipsisの用例が出てくるが，註はなにもない Book 1において， ま

だ QuotationMarksの出てこないのも NewHorizonと同様である.

Book 2 

p. 1 Lesson 1の Text Exclamation pointが初出するが，説明

なし

p. 11 Le詰on3 Quotation Marksが初出するが註はな

し、.

そして，このあたり，Quotation marks with other marks of punctua 

tlOnの関係について触れないことは NewHorizonと同様である

p. 44 Text Hyphenについても註ではその名称でさ

Book 3 

p. 56 

え触れていない

from 8: 30 10 9: 00のように Colonが

初出するが，註はない.

但し， New Princeではこの Book3の pp.114-115にAppendix4と

して「いろいろな符号の使い方」が整理されて箇条告となっていることを

発見した これは少くとも NewI-Iorizon に見られぬ親切な配l~である

その内容は 1 ピリオド(• ) 

2 ドット (.1...)

3 クェ;t，チ ョンマーク (フ〉

13. Everyday English、Revised.Chukyo Shuppan 
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4 エ クス クラメーシ ョソマ ーク(! ) 

5 コンマ (， ) 

6 クォー テー ション ・マー クλ(“")(り〕

7. 7ポストロフ ィ (， ) 

8 コロン(:) 

9 ダッンュ(-)

10 ハイフン(ー〉

の10項目に分けて，簡単な解説にそえて例文もあり，問題の Commaにつ

いてもいちおう Friday，February 22. 1974 とか 211Adams Street， 

Madisonのような用例も示しであり.Colonの解説も要を得ている 先に

示した Text中の事例についてこの Appenclixをその都度参照すればよし、

わけであるが， その旨を Footnoteで指示してやれば，一回親切だったと

思われる.

3 -8 Everyday English この他の教科訟については煩雑をさけて例示

しないが，中には EverydayEnglish"， Revised Book 3のように英国流

の Styleによる Quotationを Text中に持っているものもあって，しかも

まったく説明がそえられていなL、から，例えば G.P.O.ManualやGregg

の ReferenceManualに示しであるような ConventionalRulesに慣れて

いる者には違和感を11:えるし，もし，こうした知識の欠ける生徒たちにと

つては混乱を生じはしなし、かと懸念される すなわち

p. 16 Lesson 3の Text it is CGIlc::l “autumn". 

they 5ay you are“ill". 

They call it a“lift" 

と oneworclの quotatlOnについて. Periodを Outsicleに出すHI法を取

っているが，一般には Periodsand commas always go inside the clos】ng

quotation marks. (This placement is dictated solely on grounds of 

typographical appearance.)としており， Quotationが Oneworclあるし、

は Oneletter (例えば“A.")の場合にも例外を考えていない"

そしてまた EverydayEnglishの Book2では，まさに上掲の用法に従

14. Gregg Reference Manual p. 43. Rule 248 
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ってその Lesson8にしても Lesson12にしても. Periodと Commaは

すべて QuotationmarksのInsideに収めてあるから， Book 3， Lesson 3 

の表現はいささか Consistencyを欠くものということにならないだろう

か?

4 おわりに

わが闘における初等英語教育の中で. Punctuationの川法に以lする体系

的な Program を設定することは望むべくもないであろう もっとも，

New Prin団のように，教師伽の対応、が適切であれば相当の効果を期待で

きるような配慮を示した中学校教科書を発見てaきたことはひとつの収監で

あった 筆者の経験からすれば，高校 ・大学と年を重ねて，累計すればそ

れこそぼう大なl時間と労力を英語の学習に対して賀しながら， Readingは

まずまずとして Writing，それも小間切れ的な短文ではない一定の状況の

下で目的に叶った文告を作成する過程において，も っとも力企の不足を~

呈する学生が多かったことは事実である その原因の大半は，英語を母国

語とする人たちの聞でいう文法の問題，すなわち Paragraphingから始

めて Capitalization，Punctuation の用法等に対する知識と経験の欠如

によるものであった わが国においても Bilinguisticな言語 ・文自表現能

力を有するSeniorな Secretaryの本絡的な義成が必要とされるとき，例え

ば，古ijに述べた“TypingMailable Letters"におけるよ うな研修 Program

の効果とそのill!Jli性が飛躍的に柏加してくるであろう.そして，それに先

行してその基盤となる“PracticalEnglish !-Iandbook"のよ うな着実な理

論的 Approachを，英語教育の体系の中に定着させなければならないと忠、

う.その位lu'づけに対する検討は早速に開始されねばならないと)5.えるし，
さらにまた，New Princeに見られるような初等英語教育における G∞d

8tartをいよいよ促進させるべきであろう.そのための現実の障害として

は，何よりも其の意味での Writnigにt白熱せず，従って指滋力に乏しい
英語担当教師自身の再教育という皮肉な現象が顕迩化することも覚悟しな

ければなるまい.

極端な場合には， Punctuation markの名称すら満足に知らない大学生

のあることもまた現実の問題である.これはまた，そもそも英語教育の目

標とするところは何かとLづ根源的な命題に立返ることとなる.英語教育
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の任に携わる者のひとりとて無為にすごせないのではないか ?

「外国語に縁なき者は自らの国語をも知ることなし」というゲーテの言

薬を今さらのように想い出すことなのである

[1978年8月末日稿〕
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1 はじめに

お互いに共通の言語を持たない人々が接触しある特定の目的の為に相

互理解が必要になると，それぞれの母国語とは別のごく小規模な言語体系

が生まれる.これが Pidgin(Language)である.この紐の言語体系はお

互いに接触する人々のもつ母国語と比べて語設が悲しく少なく，文法の構

造もかなり単純化されており，通常{主社会的接触という特殊な状況におい

てのみ機能を果たすことから補助言語 (AuxiliaryLanguage) とも呼ば

れ，中でも主として商取引の為の接触に使われる補助言語を通商混成語

(Trade Jargon)とも言う また，接触する人々は別にそれぞれ独自の母国

語を持っており，彼らが属する言語社会のメンパーとの日常生活では母国

語が古議行為の中心を占めるわけであり，したがって Pidgin(Language) 

はその周辺部を成すことから周辺言語 (MarginalLanguage)と呼ばれる

こともある. そして，Pidginから成長しである言語社会の第一言語(母

国語〉になったものを creoleあるいは creolizedlanguageと呼ぶ 円

この様な社会的接触現象は現代に至るまでの長い隆史の|問に世界中のあ

らゆる大陸で何度も起ったに違いないしまたその接触の際の状況も様々

であっただろう (Anderson，1973)が，特に15世紀以来のヨーロッパの鉱

大に伴なって世界各地の植民地を中心に，ヨーロッパの諸言語(ポルトガ

ノレ認，英語， フラ γλ語，等〕と土着言語との問に多くの Pidgin(Lan 

guage)が生まれた その中で英語と土着言語との問に生まれたものを

Piclgin Englishあるし、f:t.English-based Pidginという。

ヨーロッパ人と現地人との接触の形態は大きく 2つに分ける ことができ

る.そのひとつは，大西洋を中心とする地域，特に合衆悶再i1ff1諸州， 南ア
メリカ， 及びカリプ海周辺地域での場合でこれらの地域での接触形態は奴

隷対その所有者とし、う非対等の関係であり，Piclginの発生は強制l的なも
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のであった.互いに異なる言語を話す西アフリカの多民族が奴隷としてこ

れらの地域に連行され，強制的に集団生活を強いられたわけで，彼らはお

互いの意志伝達の為に自分達の母国語とはまったく別の言語〔彼らと接し

た白人達の言誘〕を習得することを余儀なくされたのて'ある 今ひとつの

ケ一見は，大平洋の北西部及び南西部の港町を中心とした地域てー商取引あ

るいはそれに似た目的の為に，ある程度対等な関係で接触した場合で，こ

れらの地域での Pidginの発生は強制されたのではなく ，自発的なものと

いえる Chinese Pidgin Englishなどはその例といえよ う したがって，

すべての Pidginの発生を社会的に上下の附係と結び付けて考えるのは不

正確である

2. Pidginという用語

この Pidginという用語は，今日では今述べたような多言語使用 (multi

lingual)地域での伝達手段として発生し，単純化された補助言語を指す用

語として広く m~、られているが， その語源については今だに完全な納得の

いく説明はなされておらず，学者により様々な仮説が挺案されてきた 中

でも最も一般的なものは O.E.Dによる定義で， 中国でChinese(Trade) 

Pidginを話していた，英語を母国語としない人述(主として中国人， ロシ

ア人，ポルトガル人，等〉によって作られたもので，英語の busillessの発

音が中国語式に転司じしたものとする説である(英語の Ib/;及びIzlがそれぞ
れ中国語の Ipl及びl主/に当たり， E. [biznislが Chin. [pizinzlとなっ

た〕 しかしR.A.Hal!， Jr. (1955)はこの音変化の過程に疑問を持ち，

両者の中間段階に bish71essという兵形の設定を提案しているー又，ポル

トガノレ諮の OCIψacao(= 'trade， job')が転批したものとする説もある

(Leland， 1876) たしかに歴史的にみればポルトガノレ人はアジア，西アフ

リカ，南アメリカにおける最初のヨーロッパ商人達であったのだから，こ

の単語の中国語式典形が使われた可能性はあるが，その音声変化の説明に

多少難点がある〈即ち，語頭の音節 OCltの脱落については類例がある

(lilllくeleven，piliくemperor)が，強勢及び母音変化の点で説明が困難で

ある〉‘D.kleinecke (1959)は南アメリカの Yayo認のtidiall(=‘people') 

に由来することを指摘した 既にl7"tl!:紀初UJlf1!iイ γ ド諸必で使われていた
この単語が英国人船員達によって東インドへ運ばれ， Chinese (Trade) 
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Pidginに残ったとする説である. この仮説の長所は， 音E目的にもn:味的

にも説得力があるし，pidginとし、う単語がなぜ ChinesePidginを指すだ

けに留まらず世界中の補助言語を指す用語として広まったのかを比較的容

易に説明できるという点である しかし，この主張の根拠となった出典の

おdiallsが Iudiallsの誤植であった可能性が指織されており (Todd1974， 

p. 22)， またこの単語が中国に渡ったとされる 17世紀初めから 1850年

にρI.geollがtl!われるまでの約2世紀以上もの問これが存続していたこと
を立証する記録がない，などの難点もある この他にも，ポルトガノレ語の

pequello (=‘offspring')に由来するという説とか，へブライ語の pidjom

(=‘barlerつから派生したとする説 (Todd，1974)， さらに中国語の お

chulI (=‘slandardつからきたものとする説(これを上海では [pijunlと発

音した〉もある(安池忠夫，1939)。この係に実に色々な仮説があり， ど
れが段も妥当であるかをここで決めるのは不可能である むしろ，これら

がすべて Pidginという用語の普及に多少なりとも関り合いを持ち，さら

に英語の plgeonによってその普及が促進されたと考えるのが適当かもし

れない

きて， Pidgin (Language)の言語体系の単純性については先程指摘した

が，その為に過去においては一般に不完全で寄せ集めの破絡言語であり，し

たがって価値の低い劣等言語にすぎないと見倣され，学問WJにも Jespersen
(1922)，や Bloomfleld(1933)など PidginのI[(2li性について指摘はして

いるものの1950~60年代になってこの紐の言活研究が盛んになるまでは大

部分の学者はあまり興味を示さなかった

3. Pidginの発生

そもそも Pidginが如何にして発生したのかという問題については現在

までに何人かの学者がそれぞれ独自の仮説を提案しており，ここではその

うち主なものを幾つか紹介し，その包括性，即ち世界中のできるだけ多く

の Pidginを説明し得るかどうかという点を評価の尺度として，それぞれ

の仮説の妥当性を検討してみることにする.

まず，Pidginという言語体系を子供が(あるいは大人が子供に対して)

話す不完全な発話と関連付けて，その発生過程を説明しようと した学者逮

がいる 彼らは Pidginの言語的諸特徴が言語習得における初期の子供達
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の発話に類似していることに気付き，どちらの場合も初期の段階における

言語の不完全な習得.J'lnち単語の君、味，発音，文法についての不完全な知
識が原因で同じような結果を生じたのだ(Jespersen.1922)とか，ヨ ーロッ

パ人が現地の住民と援する際に，彼らの未発達で不正確な発話に合わせて

自 分迭もこのlP.純化された発話を}H ~、て応対したこれが定着して Pidgin

になったとする説(B1oomfield.1933)などがある。しかしこれらの仮説は，

Oなせ・Pidginがその基礎となったヨーロッパの言語とお互いに理解不可
能であるのか 2)それぞれ異なるヨーロッパの言語を基礎とする Pidgin

が多くの点で類似しているのはなぜか.という 2つの一般的事実を説明し

ていないという点で限界がある

R. A. Hall. J r. (1964)は世界中に存症する Pidginに共通の類似点があ

ることをいち♀く認めた学者の 1人である しかし彼は Pidginの多くが

独自に発生し，お互いに関係をもたずしてそれぞれ発達したものと考え，

Pidgin悶に見られる類似性はこれらの言誌がすべて印欧語族から派生し

たこと，そして大西洋を中心とした地域の Pidginの場合には，その話者

の大部分が西アフリカに共通の言語的基盤 (a commonもiVestAfrican 

Substratum)を共有しており，しかも奴隷という同じような物理的 ・社会

的境遇を経験している点を認めることにより説明可能であると主張した.

彼の説は Pidgin聞の類似性に着目したという点では先程の仮説よりもよ

り広い視野から Pidginをとらえていると言えるが，次の2点で疑問が残

る.即ち. 1)太平洋及び大西洋の両 Pidgin群の問に，標準英語には見ら

れない様な共通の特徴があること(例えば，丁寧な命令を示す川ake3)，及

び too/JIlich (very)の使用りや文否定辞の位置などが両者に共通してL、

る).2)西アフリカの諸言語が大西洋 Pidginの形成に只献したことは否

定できないが，これらを話す奴隷達は酋アフリカの各地から集められてき

たのであり，彼らの言語的背景の類似性をあまり強調し過ぎるのは危険だ

ということである.

船員用語 (nauticaljargon)が多くの Pidginの基礎であったとする主張

もあるり 航海の際には，それぞれ別々の国や地域から来た船員遥がひと

つ船に乗り，長期間の生活を共にせねばならなかったわけで，必然、的にお

互いの共通話を発達させざるを得ない状況にあったということ，そしてこ

の種の船乗り混成語 (sailor'slingua franca)はアジア， アフリカ，ポリ
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ネゾ7など船が寄航したあらゆる地域に運び伝えられた可能性がある，と

いうのがこの仮説の官・子である.この混成諮が世界各地に Pidgin発生の

為の核を提供し，今度はそれぞれの地域の住民が自分述の母国語をそデル

にしてこれを発達鉱大させていったという可能性は十分あるし.Pidgin 

間に見られるJ3[似点(これは船員用語とい う共通の核によるもので，事実

ヨーロッパの言語を基礎としたあらゆる Pidginにこの種の語設が見られ

る〉と31'定i似点、(これは各地域の母国語の影轡によるもの〕とを首尾良く
説明できるというlXで説得力がある しかし.Pidgin Englishと他のヨ ー
ロッパの諸言芯〈フランス語，ポルトガノレ語，見ベイ /'mt.オランダ語，
等)を基礎とする Pidginとの間に見られる多くの'J!r[似点を説明するのに

は，むしろ次の発生一元説 (monogenetictheory)の方が使幸IJである

これは，大西If及び太平洋のすべてのヨーロッパの沼言語を基礎とした

Pidginは16世紀の PortuguesePidginから派生したものであり.一方こ

のPortuguesePidginは中世の多言語使用の状況にあった十字寧及び地中

海沿岸で活協していた商人達の共通の補助i1:aであった LinguaFranca 
(あるいは Sabir)のなごりであったとする説である.15世紀にアフリカ

の西海作を航行したポルトガノレ人と接したアフリカ人はまず最初Jのヨーロ

ッパ文明のことばとして PortuguesePidginを初旬した その後. 16位紀

から17世紀にかけてポルトガノレの影轡が下火になり，一方さらに多くの接

触地域でこの Pidginが引き続き使われるにつれて，その話者逮は各地域

での優勢言語(英諮，見ベイン語，等)から語弘:を{品川し，いわゆる訪公

交替 (rele幻fication)のプロセλを経てますます Pidginは成長鉱大してい

った 例えば，西アフリカのある地域で 17世紀初期までは Portuguese

Pidginが最も広範に使われていたが，その後イギリ兄人が交易 ・政治の中

心を占めるよ うになると，最初の うちはイギリ凡人もこの地域のアフリカ

人との窓志疎通の為にこの PortuguesePidginを学ばざるを得なかった

が， やがて英語の語会もも~われるようになりポルトガル語系と英語系両方

の語公の混合使用の段階(Jespersen.1922)を経て，ついには英語の訪支

がポルトガル諮のそれに取って替わり，訪弘:交替のプロ七九が完結したと

いうわけである 西アフリカの諸言語は一般に話公の国ではそれぞれかな

り異なるようだが音飢や文法の面ではその特徴の多くを共有している.し

たがって，彼らが必要上それぞれ異なる1也統の言語を学ぶ際には主として
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訪古~t.:けを習得すれば良かった 彼らはこの租の経験にtJ'tれていたので最

初にポルトガノレ詩の語会を習得するのも， 又やがて他のヨーロッ パの言語

の訪犯を習得するのも比較的容易であったであろう そして，このことが

語~交替のプロセスをさらに促進した可能性も十分考えられる

ポノレトガノレ人はインド及び極東においても最初のヨーロッパ商人であっ

たわけで，Portuguese Pidginが ChinesePidgin EngJish， Micronesian 

Pidgin EngJish， MeJanesian Pidgin EngJish等のモテソレであった可能性

もある。事実，ほとんどすべての PidginEngJishの中にポル トガノレ系の

語殺がみられるし，又構造面て4もこの種の特徴が発見されている 的

この様に， Sabirから派生した PortuguesePidginがヨーロッパの諸言

語による訪女交替のプロセ旦を経て大西洋 ・太平洋の Pidginが生じたと

する発生一元説は，あらゆるヨーロッパの言語を基礎とした Pidginを包

括できるという点で大きな魅力があるが，この包括性も実は完全とは言え

ない.というのは，ヨーロッパの言語とは無縁の Pidginもこの地球上に

は存在するからであり， しかもこの種の Piclginも今まて寸こ述べたすべて

の Pidginに共通の特徴を幾っか備えているからである 例えば，西部ザ

イーノレやその周辺地域で広く使用されている Kitubaは Bantu系の言語

Kikongo語から派生した Piclginであるし， 又南ア連邦及びその近隣諸

国で話されている FanagoJoは 2uJu語を土台として出来たPiclginである

(TrudgiJJ， 1974， p. 169) ニューギニ 7の Papuaでは Motu諮を基礎と

した PoJiceMotuという Pidginが使われているし，又合衆国北西部で毛

皮の商取引をしていた Chinooklndianの言語をも ととした Chinook

Jargonも一種の Pidginといえよう. これらは，語の文法的関係が語尾

変化 (形態的変化〕というよりは語順によって示される傾向があり，その

結果語版が固定化するとい う点でヨ ーロッ パ諸言語から派生した Pidgin

と共通しているのである.

結局，今までに紹介した個々の仮説単独ではすべての Piclginに共通な

特徴の存在を包括的に説明することはできないのである そこで今ひとつ

の仮説を紹介する.今までの仮説は Pidginの芳i似性とその発生を説明す

るのに過去における単一の秘話あるいは幾つかの言語に目を向けてきたの

だが， そうではなくまったく別の怒味での“共通の発生源" 即ち桜触と

し、う状況に特有の普遍的言語行為のパタンがあるのではないかとい う点に

- 25ー



注目しようというのである もし仮に， 1)人聞は普通言語(特定の個別言

語ではなく〉を習得する能力が生来遺伝学的に備わっているという こ と

と，のその能力の中に，ある特定の状況，即ち言語の接触という状況に

おし、て特有に見られる単純化プロ七九(つまり Pidginの発生をもたらす

プロセ見〉も合まれているということ，の2つを仮定すれば(何らかの形

でこれを立証することができれば良いのだが)，過去 ・現在を問わず， 又

あらゆる大陸のすべての Pidginに見られる類似性を当然の結果として説

明できるわけであるりそうすれば，あらゆる Pidginに共通の特徴(構造

上の単純化〕はすでに遺伝学的に人間に的わった普遍的な言語規制lに起因

するのであるから，アフリカあるいはヨーロッパの諸言認を基礎とするい

わば “原始 PidginU なるものを無理に設定する必要もなくなる。これは極

めて雄大な仮説であり，何よりも今までに紹介したすべての仮説と対立す

ることなく ，むしろこれらをすべて包合できるという点で最も柔軟性があ

り妥当性の日いものと言えよう.Pidginという現象の発生を特定の時代 ・

場所に限定するのではなく，ある Pidginはお互いに閃述し合って発達し

又他の Pidginは逆に独立して発生し，発達したと巧える。しかし，いずれ

の話者逮も元米人間に備わった能力に従って，それぞれ独自の言語学的状

況に対応しながら Pidginを発速させてきたというのである 他の仮説と

同様，これを決定的に立証することは不可能であるが，この仮説を支持する

事実を幾つかあげることはできる.そのひとつは子供の言251習得にみられ

る事実である 子供は|扱られた益の， しかも大部分は不完全な発話(一次

資料〕を手本として極めて短期間に与えられた言認の文法を習得する し

かもこの一次資料は同じ社会に屈する子供によってそれぞれ異なるにもか

かわらずほぼ同じ文法を習得する。そして，それをもとに無限の新しい発

話を創造したり，それに応答したりすることを習得する まだ手足も自由

にこなせないし，推論する能力も極めて未発達なl時WJにこの様な高度な技

術を習得できるという事実はこの仮説の強力な支えと言えよう.また， 医

学的にも言語中指の存在が確認されていること， さらに発認の開始からこ

れに熟練するまでのプロセスがすべての人間の子供に共通した規則をもっ

ていることなども言語習得が遺伝学的に仰わった人間の能力であることを

支持する根処となろう.段後に， Pidgin発生のプロセλ もこの能力の一部

に合まれるとする第2の仮説を支持する絞拠と見解を指摘しておこ う.母
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親〔大人〉は子供に話しかける時には決ま って自分の発話を無意識に単純

化させる.この様な言語行為は人間に本来日nわった単純化のメカニズムに
従って無君、設に反応していることを暗示しているし，又この組の単純化プ

ロセスを初めから言語社会における特殊な言語使用成 (register)として認

め，この様な言語使用のみによる伝達行為が Pidginを発生させたと考え

る学者もいる町 子供はある年令に達するとこの種の2・語使用域を越えて，

社会的要求に応じたさらに広範かつ柔軟な言語使用を含んだ大人の言語を

習得するが，Pidginの場合にはこれに相当する社会的要請がなかった為

にこの段階で硬直化し，そのままの状態が維持されたというわけである。

4 言語的特徴

Piclgin Englishに|浪らず Pidgin(Language)は共通して|浪られた語5注

と極めて単純化(縮少化)された文法構造をもっ 一般に Pidgin(Lan-

guage)はたとえfiChinese dialects と English，African dialects と

French， African dialectsと Portuguese，等というように幾つかの言語の

融合から生ずるものだが，だからといってこれらの融合した諸言語の単な

る寄せ集めから成るというわけではない 即ち， Piclgin (Language)は

それ独自の階造を持ち，体系を成している 次に，具体的な諸特徴を発

音， i官会，語形，文法に分けて解説する.なお¥資料は主として Melanesian

Pidgin及び ChinesePidginでありそれぞれ MP，CPと略記する 町 その

他の Pidginについてはその都度表記することにする

(1) 発音

一般に Pidginの音素体系はかなり単純化されている.これは主として

現地の母国語の発音習償が Pidginに持ち越される為で， Piclgin話者にと

って聞き慣れない音は除去され， 他の母音によって代川されたり，また紛

らわしい子音同士が混同して用いられたりするヶ-;えがあるー母音の構造

はla，e，i，o，ulの5つの母音に紛少され，二重母音，長母音ーなどは単母音化

する傾向が強い

wik (=week)， c1e (=day)， meki (=make)， tumaei (=too much)， 

livi (=Ieave)， pe me (=pay me)， tJki (=talk)， tebal (=table)， 

mo(=more)， sapos(=suppose)， (CP). fes(=face)， tok(=凶 k)，

(M P) 
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又，語iiJiの母音が脱落した り，子音で終る単語の語尾に特定の母音を添加

する (paragoge)こともある これは特に CPに多い

long (=along)， nadarfela (=another)， (MP) 

wコnei(=want)， meki (=make)， kaei (=catch)， 15ki (=talk)， 

01" (=old) eail;， (=chilcl)， sill岨 (=silk)，(CP) 

子音についてもかなりの縮少とそれに伴なう幾つかの変化が見られる ま

ず， Pidgin話者の母国語にない子音，例えば倣rm摩擦音 /O，d/などは除去
され，これらに比較的近い子音/t，d/でそれぞれ代用される川
tinktink (くthink-think='opinion ')， trifela (= three)， tit (=teeth)， 

tausen (=thousand)， samtiD (=something)， disfela (=this)， 

nadarfela (=another)，コIt;，gεdar(=altogether)， (MP) 

dat (=that)， c1istaim (くthistime='now')， (CP) 

英語の /f，v， sh， z/はそれぞれ/p，b， s， s/で代用される

pinis (く日nish='already')，pait (=fight)， paia (=日re)，

hebi (=heavy)， srank (=schrank)， (MP) 

s"pos (=suppose)， (CP) 

特に CPでは/r/が/1/で代用される なお， 西アフリカの Pidginには

/r/と/1/tJ;合併し， 一種の自由変異 (freevarialion)となっているものも

ある.

solly (=sorry)， glave (=grave)， thlee (=three)， 

vεli (=very)， (CP). alata， arata (=rat)， (、NestAfrican Pidgin) 

また，母音直後の /r/がしばしば脱落するが，この現象も PidginEnglish 

だけでなく，フランλ諮を基礎とする Haitiancreoleにもみられる.

hard wok (=work hard)， (MP) 

mo ( = more) ， (CP) 

pot岳(くporter=‘tocarry')， (Hailian creole). 

特に MPにおいて， 子音/b，c1， g/はしばしば直前に鼻音を伴なってそれ

ぞれ/mb，nd， ng/と発音される これは MP話者逮の母国語の発音の特

徴がそのまま持ち越されたものである

tabu->tambu (=prohibition)， sidaun→sindaun( =‘sit') 

語尾子音述結の多くは紡少され，又復数の子音述結形の多くは現地人にと

って発音しにくい為に特別な母音を挿入して発音するいわゆる話中音添加
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(epenthesis)の現象がみられる

lamp→lam， klir→kalir， kilir (=‘clearつ
olsem→olasem (=‘so')， (MP). tebal (=‘table')， (CP) 

{21語気:

語~・1Eが極めて少ないということも Pidgin の大きな特徴である.最も

無学な自然言語の話者でも 2万語~2万 5千認は備えているのに対し，

Pidgin の場合は普通 7 百語~2 千語である. しかし，数が少ないからと

いってすぐに Pidginの語染は貧弱だと早合点しではならない.個々の単

語の不足はこれらの語実によって作られる多数の結合形によりある程度は

捕われているからである (MP の場合，約 2千語の訪~で約 6千種類もの

表現が可能だとされている) 例えば， MPにおいて grasは単に ‘grass'

「草」という:¥!.'*だけではなく，r髭の毛J.rひげ」などのように「表面に楽状
に生えたものすべて」を意味し得るのであり.gras bilollg hed ( =‘hair')， 

gras bilong lIlaUS (='moustacheつ.gl百 Sbilol1g fes ( =‘beard') とし、ぅ
具合にもI!われる 訪公の絶対数が|現られているから必然的に個々の単語は

より広範な現象の定、味を受け持たざるを得なくなり，定、味の拡大1:立復を

招く.そこで，これを言い替え (paraphrase)のプロセ .̂JJ[Jち基礎誌記;

を用いて gγasの場合のように新たな語結合を作ることにより，拡大され

たそれぞれの怠味を分類整理しているわけである川

savvy box (=‘brain')， wall世e-walkeefish (=‘live五sh')，

joss (=偶像)， joss-house (=寺).joss-pidgin (=宗教).

joss-pidgin man (={首侶). (CP). 

一般に Pidginの語公はその大部分は俊勢言語から借用したものである

例えば MPの場合は約80%が英語からの借用語であり，残りのうち約

10~15% ぐらいが土着言語から採ったものである.また， CPの場合は約

7 百認の訪泉;のうち中国語からの借用は僅か 1~2 %であり殆どが英語の

諮殺に!煩っている これを他の自然言語と比較してみると，例えば英語は

その訪殺の約50%以上が英語以外の言語〈フラン兄語，ラテン誇，ギリシ

ア語，等〉からの派生語であるから語源の混成皮からすれば，奇妙なこと

にPiclginの方が英語よりも低いことになる Pidgin (Language)は間に

合わせの “寄せ集め"にすぎないとしづ純粋主義者逮の非燃も語~の混成

度に関する限り当らないようだ 一方，個々の話公の内容を検討してみる
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と，初期に接触した下回階級のヨ ーロッパ人途のことばや船乗り ことばな

ど一般のヨ ーロッパ人にとっては比較的粗野と思える諸政もあるが，現地

人にとってはこの機な意識はあまり無く， しかも先程触れたよ うに単語自

体の意味が極端に鉱大されてしまい，当初の下品な意味も薄れてしま って

いることが多いよ うだ白川例えば MPにおいては，a円は ‘bottom'の他に

‘base'，‘cause'， 'reason' ，‘source'なども%!:!床する.

(3)語形

土器言語の意味に基づいた借用代行 (loanshift)を通して英語の構成要

素の変形及びwt，'Ii成がしばしば起こる 例えば，cpでは複数表示としての
屈折語尾はなく，すべての数詞に接尾1il'-ρ山 (=‘piece')及びーfεI，，(='fel-

lo¥Vつを付加する

w;;lnpisi (=one; inanimate)， w;:lnpisi haws (=one hou日)，

tu pisi tebal (=two tables) ; w"nfcl" (=one; animate)， 

w"nftl" m理n(=one man)， forfε1" man (=four men). 

これは中国語の numeralclassifiersの刑法をそテツレにして英語の pi，ιe，

fellowにこれを適用し，発展させたものであるりさらに接尾辞 -saidは

‘place where'を，また -tal'lnは‘timewhen'を指し，どちらも名詞及び

代名詞に付加される.

hi haussaid (=at his house)， dok said (=at the d∞k)， 
mai said (=where 1 am)， hwattaim? (=when?)， distaim (=no¥V) 

一方， MPには単語の形と機能を示す邸主ilの接尾辞がある

1) -fela 代名詞 川i(=‘!，meつ及びyll(='you， 111数，)に付加され
て復数形 川ρla(=ヘ，ve，us')及び Y/lfela(=‘you，復数つを作る
2) -fela...指示代名詞，不定辞，数詞及び単音節の形容詞などを示す
disfela (=‘this')， nadarfela (='another')， tufela (=‘two')， 

gudfela (='g∞d'). 

3) -im 動詞に付加されてそれが他動詞であることを示す

tokim (='speak toつ，cf. tok (='speakつ

faitim(=‘strike， hitつ， cf. fait( =市ght')

以上のような接尾辞を付加するプロセ旦の他に， 品詞の分類方法にも話者

の母国語から派生したと思われるものがある 例えば，MPの場合，代名

詞にyU'lJli(聞き手を含む we，us)と刑ぴela(llHき手を合まない we，us) 
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の区別がある これはこの地域の母国語にみられる特徴〔第一人称復数形

の inclusiveとexclusiveとの区別〉を反映したものである 同じく， MP 

は‘代名詞+数詞'としづ形式(具体的には，川itr~ゲèla (=‘the three of 

us')， yu tufela (=‘the two of you，)，等〉を採用しているが，これも士

五昔話にみられる dual及び trialと呼ばれる特別な分類形式に対応するも

のとされている また，訪会に関して先程指摘した君、味の拡大が代名詞に

もみられる 例えば， CP において人称代名詞 hiは‘he，him; she， her; 

M のいずれにも使える(即ち，hiには性別表示はないことになる)し，

さらに majは‘1，me， mine; we， us， ours'のすべての代用が可能であ

る.

(4) 文法

Pidginでは文法的な屈折語尾〈時lblJ，数，性.格の変化形)，冠詞，前

1E1司及び Copulaの使用が極端に単純化されているが，その分を語と語の

関係を示すも うひとつの手段，JlDち語順に大阪に依存している 一見単純

な単語の並置が様々なタイプの句構造を表わすのに役立つている. まず

MPの名詞句においては， 数詞及び単音節の形容詞は主要語に先行する

が，複音節の形容詞や名詞による修飾語句は主要諮の後に置かれる

naispela ples (=‘a nice place')， 

gutpela samting (=‘something good')， 

meri marit (='a married woman')， 

haus moni (くhousefor money=‘bank')， 

haus 日k(くhousefor sick =‘hospitalつ
また， 第三人称を示す接頭辞 zーを動詞あるいは名詞に付加する用法があ

り，これもこの地域の土着語にみられる同様な接頭部，eの用法の反映であ

る

Em i-go (='he goes')， San i・lait(=‘the sun shines')， 

leg bilong im i-swεlap( ='his leg swelled up')， 

dis fela man i-gudfela (='this man is g∞d')， 
01 i-hard wok (=‘they work hardつ
さらに，r所有」を表わすのに前世詞 bilollg(=‘ofつをm~、た句形式によ

って示す

pikinini bilong king (=‘a king's children')， 
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haus bilong me (= 'my house')， 

master bilong yu (=‘your masterつ
一方，CPでは修飾しようとする名詞の直前に名詞又は代名詞を置くだけ

で「所有」を表わすこともできる.

dat master poni (=‘that master's pony')， 

yu legan (=‘your legsつ.
この他に，‘AXIS+ RELATION ，の航造をもっ特殊な表現があるが，これ
は問機の%[;'床を表わす中国語の句構造からの併用によるものである (Hall，

1964)。

tebal tapsaid (=‘on the table')， 

niQ'po mo far (=‘beyond Ning.po')ー

前町詞及び接続詞川{主大摘に単純化される 次の実例は， 上海における

later Chinese Pidginであるが，前位詞が殆んと1史われていない'"

She must live世Shanghai，never contree 

One day 1 come 9 Shanghai世visitmy sister 
V>ie no b'long世foreignpeople. 

世Summerbe sittee世coolplace. 

先程あげた buong及び 1mぼ などは数少ないiY，n，出司の実例であり， それ

ぞれ関係の ‘街接度'を示している

haus bilong mi (=‘my house')， man bilong toktok 

(=‘a loq uacious fellowつ， taim bilong pait (=‘the war years')， 

、vara bi long waswas ( =‘bath waterつ.stap long haus 
(=‘to be in the house')， kam long kanu (=to come by canoeつ，

rait long pepa (='to write on paperつ，bilip long Got 

(='to believc in God')， (MP) 

一般に Copulaの省略が広範に渡ってみられる

Lek bilong em i.bagarap (=‘His leg is badly injured')， 

mi plisboi( =‘1 am a policemanつ，Yu redi? (=‘Are you ready?っ，

tinktink bilong me olsem (=‘My opinion is this.')， 

Masin i.bagarap (=‘The machine is out 01 order')， (MP) 

maj plcnti bizi (='I'm very busy')， (CP) 

際単英語にみられるような復雑な屈折を伴なう助動詞の用法(例えば，時
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制 '" 相，態，叙法の表現形式〕の代わりに， Pidginには幾つかの不変化

詞 (particles)がある.これらには，英語の ‘byand by' (>b山 川bai，bai) ， 

'altogether' (> olger，α)， 'already' (>aZ，'edy)， 'tomorrow' (>tomolo叩〉

のよ うな国l詞表現から派生したもの，‘stop'(>stap=‘stay')，‘日nish'

(>Pinis='alreadyつなどの動詞から派生したもの，あるいは‘itis good' 

(>i.gut)のような句構造から派生したものなどがあり， 位置的に不安定

であるし，又それぞれ異なった要素から派生したものであるから，これら

を助動詞として扱うよりも一種の高1)詞的不変化詞と見なすのが妥当である

(Quirk， 1972， p. 58) 

(1) baimbai yum】 go(='We shall go') 

(2) mi stap rit 1 (=‘1 am reading' 
(3) mi rit i.stap J [read+stay]) 

(4) i.gut mi wok (='I'd better work， 1 must workつ
(5) 01 i.wok pinis (=‘they have worked': [work+五nish])

(6) mi no inap wok (=‘1 can't work': [enough + work]) ， (MP) 

このように，標準英語における助動詞の用法が，Pidginにおいては大阪

に削減され，その為に生じた表現上の不足分をこれらの不変化詞の用法に

より補っているといえよう. なお， Pidginでは助動詞がま ったく使われ

ないとい うのではなく ，次に示すように ken(=εcan')， lar (=‘let')， bin 

(=‘beenつ， save (=‘canつなどが時々使われる

(7) mi no ken wok ( =‘1 can't workつ
(8) larim em i・kam (=‘lct him come') 

(9) mi bin baiim kaikai (=‘1 bought foo，1つ
(1同 mino save mekim ensin i-gut gen 

(く‘1can't make the engine [bel good again'=‘1 can't fix the 

engine again) 

また，同じ動詞体系の中で標準英語にみられない特徴がある.それは，既

に語形の記述で指摘したことであるが.'predication prefixと呼ばれる接

頭辞zーと‘transitivesuffix'と言われる接尾辞 -t1Jlの用法である.前者ーは

上にあげた実例(3H 5)における様に，第三人称の主語をもつあらゆる節で

佼われ，文後者は実例(9)~(1回のよ うに他動詞あるいは伎役動詞と して使わ

れるすべての動詞に付加される.この種の接辞の用法も一般には標準英語
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に比較して単純だと言われている Pidginの動詞体系の復雑性を補 う数少

ない特徴のひとつといえよう

?-f定文を表わすには否定辞仰を主語と動詞の問にtifi入するだけでよ
~ '.口》

ju no kan go bQ biglajn. (=‘YOll cannot go to the work-group. ')， 

mi no lajk go w"ntajmコL(=‘1 did not want 10 go with them つ，
(MP). maj no h配 vkaei buk. (=‘1 haven't brought a b∞k')， 

maj savi misi 110 Wコneidisfa 5an. (=‘1 know missy doesn 't want 

this kindつ，tum::>lo maj no k記n k"m. (=‘Tomorro¥V 1 can't 
come')， (CP) 

ただし，主諮が第三人称の場合には次の実例のよ うに， 接頭辞iがηoに

付加される

01 i.no go (=‘they are not going') 

Dispela kanuトnogutpela (='this can田 isno g∞d.')， (MP) 
疑問文は主語と助動詞の語順を変化させず，イ γ トキーンノョンのみで表

わす.

misi hav gat bul♂ (=‘Has missy a b∞k?っ
misi kan k"m tumコlo?(='Can missy come tomorrow?っ
hawm~c ju ¥Vコnei?(=‘How much do you want?っ， (CP) 

5 まとめ

ヨーロッパの言語を基準にしてみれば， Pidginは言語公も少なく，発音も

不正確に聞こえ，文法もかなり破格であるように見えるが，この様な偏見

を捨てて，純粋に公平な立場から Pidginの特徴を観察し直してみると，

少ない訪公はfit:Iな語結合である程度補われ，不正確に聞こえる発音も大

部分はお互いの母国語の音素体系の違いによるものであり，現地の言語の

発音習慣が大幅に反映されていることがわかった また，文法面でもヨー

ロッパの諸言語の屈折語的性格を失う代わりに現地諮の文法を反映した鯵

着語的 (agglutinative)性格を備えている 例えば， iliiJ詞体系にみられた

接辞十及び -LJItの用法とか，代名詞yum'l及び mipelaの使い分けなど原

準英語には見られない特徴を備えていることがわかった. したがって，

Pidginは従来一般に考えられてきたような， ljiにヨ ーロッパの言語の中
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途半端な習得による寄せ集め的な“間に合わせ"の混成語 (Iinguafranca) 

ではな く， さらに成長した段階の言語体系，即ちその話者逮によ って完全

に再構成された独自の言語というべきであろう.規模は小さいが，接触状

況において来たすべき機能を満たすのに十分なだけの安定した体系を備え

ているのである

NOTES 

(1) 今回の論文作成については立教大学教段村IllJj三郎先生の御舟iiJ;・J)))言を受

けた

(2) R.A. Hall Jr.. 1972“Pidgins剖1(1Creoles as Standard Languages." in 

J.B. Pride and ]. Holmes (eds) 1972， 142-53 

(3)例えば，‘Putout tI時五re'を表わす表現として， 川ekimdai Jaiα(Mela-

nesian Pidgin)，川ekyu. bs faia (Cameroon Pidgin)がある

(4) 例えば.'l'm very cold'の:0;味を表わすのに.Melanesian Pidginでは川t

kol tu.masが，また CameroonPidginでは 川i，a kol tUlIl-:J$が使われる

(5) ]ohn Reinecke. 1938 “Trade Jargons and Creole Dialects as Marginal 

Languages." in Dell Hymes (ed.) 1964， 534-46 

(6) Douglas Taylor. 1971 “Grammatical and Lexical Affinities of Creoles." 

in Dell Hymes (ed.) 1971， 293-6 

(7) Todd， (1974)， p. 42 

(8) Charles Ferguson. 1971 “Absence of Copula and the Notion of Sim-

plicity: a Study of Normal Speech， saby Talk， Foreigner Talk and 

Pidgins." in Dell Hymes (ed.) 1971， 141-50 

(9) R.A. Hall ]r. 1973 “Pidgin Languages." in P、'1. Bailey and. ].L 
Robinson. (eds) 1973， 91ー 114

(1叫 また，101を含んだ単語が，101を含まない他の表現で代用されるこ ともあ

る

ex. nek i-drai (='thirsty')， 

i-no gat gris (='thin')， (MP) 

(11) この種の~ñ結合(複合~-nつは主として汰の 3 つのタ イプに分'lJiできる それ

ぞれのタイプの実例を次にあげておく .

a 照準タイプ

biksolwara (くbig+salt+water=‘ocean')，toknogutim (<talk+no十

good=‘1'0 insult')， lulミsave(='10 recognize')， sithaus (<sit+hou田

='latrine') 

b. ililJJ司句から派生したタイプ
bagarapim (<bugger up='to ruin')， eramutim (<剖rhim Qut= 
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'divulge')， kirapim (<get up=‘LO rouse')。

c 反復形のタイプ

lukluk (<Iook+look=‘gaze')， puspus (=to copulate)， tantanim 

( <turn+turn=‘to spin'). 

このうち，反復形のタイプは土着認にみられる向葺lの飯合諮(例えば，/，川・

limbur(='to stroll')， kaikaι(=‘food')，等〉の影轡と思われる (Quirk，1972， 

p.60) 

(l司確かに，初JDJの接触によって借用された語政の中には粗野なものが多かった

(例えば.sarat (<shut up='to be silent')， bagaraρim( <bugger up='to 

ruin')，等)が，最近の英語からのf{r]1unにはこの種の傾向はみられない
ex. skul (=‘school， Jesson')， kalenda， faunten pen， conpesio (=‘confes-

sionつ， sekbuk(=‘chequebook')， etc. (MP). (Quirk， 1972) 

(l司ただし， later Chinese Pidginになると，-/<1>， -tisiによる [+animate]• 

[-animate)の区別がなくなり， -jlεhのみが使われるようになった (Turner，

1966， p. 203) 

11<t) Turner ( 1966) は MP における~&本的な銭統詞として . lla(='and')， saρos 
(='if')， taim(=‘when')などを指摘している

It司 l'l'm (1939)はこの種の前置詞の省略は上海語に日本話の助辞とか英語の前
~~'司に該当するものが少ないことに起因すると分析している

11骨 Pidgillのill1);r司体系にはむ:単英語におけるような時11却の区別はない したがっ
て，状況によりこの区別が必要な場合には本文で述べたように不変化詞を補う

ことになるが，その実例を次に百Ii足しておく MPにおいては，例えば削an

1..ntは通北‘aman reads'及び 'themen were reading' のどちらの意味

にも解釈され得るが，文脈次第でl両者は wal1tela附al1i.rit lIau 文後者は

asde (yesterday) 0/問 al1l-sla戸川tというようにそれぞれ別の表現を使うこ

とも可能である (Turner，1966， p. 205) 

ex. misi kan kam tumコlo? (= 'Can mi日y come tomorrow?). (Hall. 

1973， p. 106.) 

Hi alredy buy car. (=千Iebought a car')， (CP). (安池， 1939) 

It司 なお.Jamaican creoleでは助動詞canの否定形をTYZ時の違いのみで表わす
ということが報告されている (Bell，1976， p. 161) 

irn kyan guo. (=‘he can go') 

im kyaa guo. (=‘he can't go') 
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Of Mice and Menについて
(主人公ジョ ージとレニ ーの意味するもの〉

深沢 俊 雄

( I ) 

01 Mice alld i¥tlenは， 全体が六章から成り， 一誌はカリフォノレユ 7
州ソリダドの南，数マイノレのサリナス川のほとりで，主人公ジョ ージとレ

ニーが主主場し，二人の裂rが紹介されている.二:Q:及び三:Q:では，日履い労

働者逮の役場の飯場での様子が描かれ，二:4i:ではこの作品に主主場するほと

んどの人物が紹介され，三立では飯場の夜の情公にまじえて， ジョージの

過去や1!¥:が諮られている.四章では納屋の張り出し小屋に住む黒人の位し

い姿がレニーと老人のキャンディをまじえて揃かれている 六章では，舞

台は再びサリナス川へ戻り， レニーがジョージの手によ って射殺され，物

語は終る.

要するに，物認はサリナス川とその近くの民場を中心に展開されてい

る すなわち，物語の場面は，サリナス)1ト→決場の飯場一→飯場の納屋

一→サリナ7-)1/とし、う具合に統ーされている.

時|日lからみても. .木曜日の夕方から日眼目の夕方までの，わずか三日

間のできごとに集約されている すなわち，一容は木限日の夕方，二章は

金附日のi;VJの十時頃，三章は同じ日の夕方，四4tは土限日の晩，五章は日

曜日の午後，六章は同じ日の夕方という具合に展開されている.このよう

に場所や時間の限定が物語に緊迫感を与え，話の凝り上がりと終結に非常

な効果を与えているといえよう.そこで作者スタインベックが，この作品

を過して，読者に訴えようと意図したものは何であり，また主人公ジョー

ジとレニーの生き方と，この作品の中て"主人公の来たす役割とを考察して

みたい.

(2) 

この作品は， プロットからみて多分に演劇的な袈紫を持っている たと
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えば，自分たちの一定の土地を持って暮らしたいと願うジョージとレニー

の索朴な気持を中心に考えるならば，一意では彼らが心に描いている夢を

展開させ，二章ではそれが必要性として展開され， 三i;l:では老人のキャン

ディが仲間入りして，彼が三百五十 ドノレ持っているところから，十エーカ

ーの土地を六百ドルで買い取るというジョージの夢はーカ月後に実現する

かのように見えて，物語は頂点へと向かうのである すなわち，

Candy said ‘[ ain't much good with on'y one hancl. 1 lost my 

hand right here on this ranch. That's why they gi ve me a job 

swampin'. An' they give me two hundred an' fifty dollars' cause 

[ los' my hand. An' 1 got fifty more saved up right in the bank， 

right now. That's three hundred， and 1 got fifty more comin' the 

enda the month. Tell you what... ..' He learned forward eagerly. 

‘S'pose 1 went in with you guys. That's three hundred an' fiity 

bucks l'd put in. 1 ain't much good， but 1 could cook ancl tent 

the chickens and hoe the garden some. How'd that be?' 

George spat on the fl∞r disgustedly‘We got ten bucks between 
us.' Then he said thoughtfully ‘L∞k， if me an' Lennie work a 
month an' c1on't spen' nothing we'll have a hundrecl bucks. That'd 

be four-fifty_ 1 bet we could swing her for that. Then you an' 

Lennie could go get her startecl an' ['d get a job an' make up 

the res'， an' you could sell eggs an' stuff like that.' 

(Chapter Ill， p. 51 ~p. 52) 

四意では頂点、にきて実現間近い彼らの夢が，位しい県人の姿と対照的

に，あるいは同じ渇望を持つ然人に刺激され，絶対的実現への可能性を覗

かせるのである すなわち，

Lennie said quietly ‘It ain't no lie. We're gonna do it. Gonna 

get a little place an' live on the fatta the lan'.' Crooks settled 

himself more comfortably on his bunk ‘Set down，' he invited 

‘Set down on the nail-keg.' Lennie hunched down on the little 

barrel. 'You think it's a lie，' Lennie said，‘but it ain 't no lie 

Ever' word's the truth， an' you can ast George.' 

(Chapter IV， p. 59~p_ 60) 
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Candy cried ‘Sure they all want it. Everybody wants a little 

bit of land， not much. Jus' some'thin' that was his. Some'thin' 

he coulcl live on and there couldn't nobody throw him off of it 

1 never had none. 1 planted crops for damn near ever'body in this 

state， but they wasn't my crops， ancl when [ harvested 'em， it 

wasn't none of my harvest. But we gonna do it now， and clon't 

you make no mistake about that. George ain't got the money in 

town. That money's in the bank. ivle an' Lennie an' George 

We gonna have a r∞m to ourselves. We're gonna have a dog an' 
rabbits an' chickens. We're gonna have green corn an' maybe a 

cow or a goat.' He stopped， overwhelmed with his picture. Crooks 

asked ‘You say you got the money?' 

‘Damn right. We got most of it. Just a little bit more to get. 

トIaveit all in one month. George got the lancl all picked out，too.' 

(Ibicl.， p. 64~p. 65) 

ところが五辛からは，この夢が一気に崩れはじめ， レニーの死となって

物語は無残な結末へと結びついていくのである

(3) 

プロットをもう一つの視点， つまり，男同志の友情という点からたどっ

てみた場合.-i;i:では彼らの友情の源を諮り，二章はその展日目であり，三

主主と四i;i:ではそれが必然、となって頂点に達し，五i;i:では暗いかげりとなっ

て現われ，六i;i:で悲劇lの結末を迎えるのである.この車1)出l化された悲劇の

主人公である郊のろのレニーの幸福への夢は，やがてジョージが自分の土

地を手に入れた時に飼わせてもらえることを約束した兎に託され，死んだ

こ十日ねずみや飯場での子犬を通して生き物への夢が一歩一歩ふくらみ，

その頂点に達しやがて自ら脳波してゆくのである ちょうど，これは

『其珠』において，キノーがコヨティートに託す夢を，自分で見つけた世

界一大きな真珠によって実現させよ うとした結果，自らが崩峻してゆく運

命と共通している.そのほか， 作者はさらに登場人物をしほ.り，ジョージ

とレニーに中心を置き，同 じ幸せを求めながら，土地への執着については

ジョ ージに，二十日ねずみや兎など生き物に対する執着心についてはレニ
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ーに話題を集中させ，それらをうまくミッ 97-しながら，ジョージとレニ

ーの夢を高めようとしている その点では，わき役ともいうべき老人のキ

ャ γディや黒人の馬丁も大いにジョージとレニーを引きたてていることを

見のがせない.

さらに演劇的な要素として，見落してはならない点11，ジョ ージとレニ

ーの問に交わされる会話の巧みさによる作品構成と，対話の中での同じ言

葉の繰り返しによる効果だと思う 会話自体が，既に読者に訴える力を持

つ言葉が，二人の口をついて自然、に出てくるのである それが読者の想像

を呼びおこし絵画的印象を与えるのである 特に二人の聞に交わされる

言葉の反復は， 印象を深め，読者の想像を呼びおこすばかりでなく，読者

を舞台の観客にしてしまうよ うな効果を持っているよ うに思われる すな

わち，

Lennie's eyes were frightened ‘1 don't ¥vant no trouble，' he said 

plaintively ‘Don't let him sock me， George.' 

George got up and went over to Lennie's bunk and sat down on 

it. '1 hate that 1口ndabastard，' he said. '[ seen plenty of .em 

Like the old guy says， Curley don't take no chances. He always 

wins.' He thought for a moment‘If he tangles with you， Lennie， 

we're gonna get the can. Don't make no mistake about that 

He's the boss's son. L∞k， Lennie. You try to keep away from 
him， will you? Don't never speak to him. If he comes in here 

you move clear to the other side 01 the r∞m. Will you do that， 

Lennie?'‘1 don't want no trouble，' Lennie mourned ‘1 never 

done nothing to him.' (Chapter I1， p. 28) 

‘Sure， George. 1 ain't gonna say a worel.' ‘You keep away from 

Curley， Lennie.' 

‘Sure 1 will， George. 1 won't say a word.' (Ibid.， p. 29) 

また，二十日ねずみといい，兎といい，問の抜けたレニーの質問とL、

い，抜け目のない実現の可能性のあるジョージの答といい，それが互に強

弱のパラ γJえを保ち，具体的であるがゆえにE いっそう想像を喚起し， ジ

ョージの土地へのあこがれと夢をかきたてるのである
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(4) 

一方，郊のろで馬鹿力のあるレニーと小柄で敏主liなジョージとの組み合

わせは，それだけでも戯llil的な要素を持ち， (3)でも述べたよ うに， 同じ言

葉の反復も戯曲化には大いに役立っていると恕われる しかも，iiJiの弱L、

レユーを，薄のろの人聞として終始させるだけでは何の窓味もないと恩

つ

また， 日正Eい労働者逮の惨状とその夢を揃くことが作者のねらいである

とするならば，頭の~~~、レニーの死は，生き残ったジョージの心の中に生

かされていなければならないと思うのである あるいはまた，男同志の友

情が主胞だとすれば，i足場主の息子の妥をふと したあやまちで死なせてし

まったレニ ーを， リγチから救うために， レニーの射殺が，彼を愛するジ

ョージの手によ って行なわれるとい う安易な結末で物語を終らせたので

は，無意味であると思うのである すなわち，

George raised the gun and his hand shook， and he dropped his 

hand to the ground again 

‘Go on，' said Lennie ‘How's it gonna be. We gonna get a little 

place.ハ We'Jlhave a cow， said George ‘An' we'Jl have maybe 

a pig an' chickens.・an'dOWIl the f1at we'll have a... little piece 

alfalfa... ' 

‘For the rabbits.' Lennie shouted. 

'For the rabbits，' George repeated 

. And 1 get to tend the rabbits.' 

‘An' you get to tend the rabbits.' 

Linnie giggled with happiness 

‘An' live on the fatta the lan'.' 

'Yes.' 

Lennie turned his head 

~NoJ Lennie. Look down there acrost the river， like you can 

almost see the place.' 

Lennie obeyed him. George 1∞l剖 1down at the gun. There were 
crashing footsteps in the brush now. George turned and looked 
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toward them 

'Go on， George. When we gonna do it?' 

'Gonna do it 500n.' 

‘Me an' you.' 

The voices came close I1QW. George raised the gun and listened 

to the voices 

Lennie begged: 'Le's to it now. Le's get that place no¥¥'.' 

'Sure， right no¥¥'. 1 gotta、νegotta.' And George raisecl the gun 
and steadied it， and he brought the muzzle of it close to the back 

of Lennie's head. The hand shook violently， but his face set and 

his hand steacliecl. He pulled the trigger. The crash of the shot 

rollecl up the hills and rollecl down again. Lennie jarred， ancl then 

settled slowly forwad to the sand， and he lay without quivering 

George shivered and looked at the gun， ancl then he threw it 

from him， back up on the bank， near the pile of old ashes. 

(Chapter V 1， p. 86~p . 87) 

それでは，レニーの死は一体何を怠味するのであろうか.上記引用から

も判るように，それはレニーの死に至るまで，ジョージとレニーが一つの

夢を抱いて生きてきたことである 要するに，ジョージは土地への夢を，

レニーは生き物への夢を描き， レニーはその夢をしっか りと胸に抱きなが

ら死んでいったのである そして二人のそれぞれの夢が，男女の場合の愛

と違って，おおらかな罪の意識に煩わされない信頼感の強い男同志の友情

によって支えられてきたのである

スタインベックが描く中心人物のほとんどが，何らかの夢と理想像を持

ち，ある者はその犠牲者になり，ある者は裂すこ満足して生きるのである

『エデンの東』のアダムは， ;<;;イ yベックが摘し、た夢のもっとも痛まし

い犠牲者であろう， ジョ ージとレニ ーもまたその例外ではないと思う

『真珠』の主人公キノーと同様に，ジョ ージは彼自身の夢の中で生きなが

ら悶絶する夢の犠牲者である t2~が永遠の可能性を持っているのは， ~赤

い小馬』のジョディの場合である これらは， いずれも作者旦タインベッ

クのロマ γティ γズムを示すものであって，この傾向は，初期の作品に多
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くみられる.

( 5) 

さらに，もう一つ見落してならないことは，この作品の三年後に発表さ

れた『怒りの市街』にも見られるように，当時の社会情勢とカリフォノレニ

7で生活する良民や，目隠し、労働者逮の生活にも，見タイ γベックが同情

の目を向けていたからにほかならないのである.それが，この作品の中で

は，主人公ジョ ージによって代表されている そして，作者の意図すると

ころを，相棒の νニーとの人間]模様を通じて，男同志の友情という紳によ

って，カリフォルニ 7の社会情勢とからみあわせて描写し，戯曲的手法に

よって読者に語りかけたものと思われる 顕が弱くて，幼稚で野獣的なレ

ユーは，彼と対象的な要素を持つジョ ージに助けられて，人間像をよ りい

っそう浮き彫りにされ，哀愁をさそわずにはおかないのである.
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か
な
わ

ぬ
の
だ
か
ら
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
が
知
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
時
代
が
驚
き
と
困
惑
の
う
ち
に
証
明
し
て
き
た
も
の
と
は
、
倒
は

愛
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
個
は
愛
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
を
公
副
社
と
す
る
が

い
い
。
そ
し
て
現
代
の
男

も
女
も
自
己
を
個
と
し
て
以
外
に
抱
渥
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
男
あ
る
い
は
女
の
な
か
の
個
は
、
つ
い
に
、
自
己
の
内
部
の
愛
す
る

人
を
殺
す
破
目
に
陥
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
己
れ
の
愛
す
る
も
の
を
殺
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
己

れ
の
倒
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
内
部
の
愛
そ
う
と
す
る
人
を
殺
す
の
で
あ
る
。
女
が
自
己
の
内
部
の
愛
そ
う
と
す
る
人

を
殺
す
よ
う
に
。
ク
ラ
イ
ス
ト
者
は
ど
う
し
て
も
愛
せ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
愛
は
ク
ラ
イ
見
ト
者
で
あ
る
も
の
、
民
主
的
で
現
代
的

で
あ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
個
を
殺
す
か
ら
で
あ
る
。
個
は
愛
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
個
は
、
愛
す
る
と
、
純
粋
な
個
で
あ
り
え
な
く

な
る
。
だ
か
ら
自
己
を
取
り
も
ど
し
、
愛
す
る
こ
と
を
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
こ
そ
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
も
っ
と
も
鰐
く
べ

き
教
訓
の
一
つ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
個
は
、
ク
ラ
イ
λ

ト
者
は
、
民
主
的
な
る
者
は
、
愛
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
あ
る
い
は
、

門
町
川

〉



(
刊
日
〉

男
が
愛
す
る
と
き
、
女
が
愛
す
る
と
き
、
男
は
自
己
を
取
り
も
ど
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
女
は
自
己
を
取
り
も
ど
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

四

わ
た
く
し
的
な
、
個
人
的
な
愛
に
つ
い
て
は
こ
れ
ぐ
ら
い
に
し
て
お
く
。
そ
れ
な
ら
、
お
ま
え
と
お
な
じ
よ
う
に
、
お
ま
え
の
隣
人

を
愛
し
な
さ
い
と
い
う
《
カ
リ
タ
兄
》
的
な
、
今
一
つ
の
愛
に
つ
い
て
は
ど
う
か
ワ

そ
れ
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
き
み
の
隣
人
を
愛
す
る
と
す
る
。
た
ち
ま
ち
、
き
み
は
そ
い
つ
に
吸
い
取
ら
れ
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
。
き
み
は
退
い
て
、
き
み
の
主
体
を
囲
内
寸
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
愛
は
抗
い
と
な
る
。
と
ど
の
つ
ま
り
、
愛
は
す
べ
て
抗
い
で
あ

り
、
愛
で
は
な
い
。
こ
れ
が
民
主
々
義
の
隆
史
な
の
で
あ
る
。
(
「
二
十
三
章
」
)

こ
の
、
た
た
み
こ
む
よ
う
に
く
り
返
え
さ
れ
る
ロ
レ
ン
λ

の
断
定
は
、
人
間
の
自
律
性
と
、
人
間
性
の
自
然
と
が
鋭
く
背
立
せ
ざ
る
を

え
な
い
と
い
う
痛
ま
し
い
ま
で
の
苦
渋
に
射
賀
か
れ
て
い
る
。
現
代
に
生
き
る
と
は
、
こ
の
永
遠
に
和
解
す
る
こ
と
の
な
い
相
克
の
劇
を

生
き
る
こ
と
で
あ
る
と
。

ロ
レ
γ
λ

は
、
も
し
も
個
が
自
己
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
、
仏
陀
の
よ
う
に
、
他
人
を
避
け
、
何
人
の

こ
と
も
顧
み
ず
、
ひ
と
り
に
な
る
ほ
か
は
な
い
、
そ
う
す
れ
ば
あ
の
漫
然
に
も
到
達
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
れ

は
尋
常
を
越
え
て
い
て
、
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
の
精
神
的
強
者
に
し
か
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
ロ
レ
ン
λ

は
、
ま
た
、
こ
の
内
な
る
強

7
9

ス
ト，
h

，，

さ
を
堅
持
す
る
者
を

「
貴

族

」
と
呼
び
、
こ
れ
を
ジ
1
ザ
ス
の
な
か
に
見
出
し
て
い
る
。
奉
仕
と
自
己
実
現
に
己
れ
を
勝
す

「精
神
貴

族
」
の
宗
教
、
い
う
な
ら
ば
、

「一諦
一
観
と
限
想
と
自
己
認
識
」
の
宗
教
は
、
純
粋
に
、
八
ひ
と
り
V
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

尋
常
な
人
間
は
ひ
と
り
で
は
生
き
ら
れ
な
い
。

他
人
を
必
要
と
す
る。

他
人
と
の
関
係
の
な
か
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
だ

が
、
ジ
l
ザ
見
は
、
こ
の
他
人
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
沈
黙
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
と
い
う
か
、
し
か
と
存
在
す
る
人
間
性
の
、
も
う



一
つ
の
こ
の
局
面
を
、

「自
分
と
同
じ
よ
う
に
隣
人
を
愛
し
な
さ
い
」
と
い
う
他
人
を
愛
す
る
思
想
の
な
か
に
、
解
消
さ
せ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
だ
が
今
日
、
ひ
と
た
び
他
人
を
愛
す
る
や
、
主
体
は
侵
略
さ
れ
、
た
が
い
に
般
若
の
相
貌
を
露
わ
に
し
、
食
う
か
食
わ
れ
る
か
の

死
刑
闘
を
演
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
こ
そ
、
好
む
と
好
ま
さ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
に
強
い
ら
れ
て
い
る
ま
ぎ
れ
も
な
い
現
実

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
、
実
に
二
千
年
と
い
う
射
程
に
お
い
て
、
支
え
、
助
長
し
て
き
た
の
が
、
内
な
る
弱
さ
を
抱
え
持
つ
黙
示

録
作
者
の
、
パ
ト
モ
兄
の
ジ
ョ
ン
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
に
ゆ
え
に
ロ
レ
Y

A
が
黙
示
録
に
か
か
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、

あ
る
い
は
、
な
に
ゆ
え
に
そ
の
批
判
的
な
検
証
に
駆
り
た
て
ら
れ
て
い
っ
た
か
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、

ロ
レ
ン
見
が
右
の
よ
う
に
考
え

か
に
ち

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

ロ
レ
ン
ス
に
よ
っ
て
即
時
呈
さ
れ
た
黙
示
録
の
幻
想
の
姿
態
は
、
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
な
貌
を
帯
び

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
つ
・

2 

ジ
1
ザ
凡
の
「
他
を
愛
す
る
」
思
想
の
裏
側
、
す
な
わ
ち
、
人
関
心
理
の
暗
部
と
も
い
う
べ

き
部
分
を
引
き
受
け
た
黙
示
録
に
よ
る
、

原
始
ク
ラ
イ
ス
ト
教
共
同
体
の
幻
想
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
言
及
す
る
ま
え
に
、
私
は
、
ロ
レ
ン
ス
が
、
人
間
の
、
と

い
う
よ
り
も
、
男
の
自
然
に
つ

い
て
、

ど
う
考
え
て
い
た
か
に
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

五

(η
〉

そ
う
な
の
だ
1

権
力
は
し
か
と
存
在
す
る
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
存
在
す
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
人
が
二
人
か
三
人
集
る
や
、

と
り
わ
け
何
事
か
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
権
力
が
出
現
し
、

一
人
が
指
導
者
と
な
り
、
師
と
な
る
。
そ
れ
は
避
け
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
。



一占ノ、
(
引

)

こ
の
こ
と
を
受
け
入
れ
、
人
制
叫
が
過
去
に
し
た
よ
う
に
、
男
の
な
か
の
自
然
の
力
を
認
め
、
出
広
敬
を
払
え
ば
、
大
き
な
喜
び
、
あ
る

昂
揚
感
が
生
じ
、
勢
い
あ
る
カ
が
、
カ
あ
る
も
の
か
ら
力
な
き
者
の
方
へ
の
り
移
っ
て
い
く
。
カ
の
流
れ
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
だ
。

こ
う
し
て
こ
そ
、
人
々
は
、
い
つ
い
か
な
る
と
き
も
最
善
の
集
団
的
存
在
を
形
作
れ
る
の
だ
。
そ
し
て
相
呼
応
す
る
炎
が
内
部
に
燃
え

あ
が
る
。
英
雄
に
崇
敬
と
忠
帽
曹
を
払
え
。
そ
う
す
れ
ば
君
も
英
雄
に
な
れ
る
。
こ
れ
が
男
の
法
則
だ
。
お
そ
ら
く
女
の
法
則
は
別
で
あ

ろ
う
。

(「
一ニ
草
」
傍
点
筆
者
)

相
恨
原
的
必
要
、
す
な
わ
ち
、
男
の
心
の
な
か
に
あ
る
古
き
ア
ダ
ム
的
必
要
と
は
、
自
分
の
な
わ
ば
り
の
な
か
で
、
そ
れ
も
自
分
で
獲

得
で
き
る
範
囲
内
で
、
師
と
な
り
、
主
と
な
り
、
輝
か
し
い
存
在
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
維
鶏
と
い
え
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
た
ら
し

た
糞
の
山
の
上
で
鳴
き
声
を
あ
げ
、
き
ら
め
く
羽
毛
を
た
て
る
こ
と
ぐ
ら
い
で
き
る
の
だ
。
百
姓
と
い
え
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
の
小

屋
で
、
少
々
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
と
き
な
ど
は
、
栄
え
あ
る
小
皇
帝
に
な
れ
る
だ
ろ
う
。
事
実
ど
ん
な
百
姓
も
か
つ
て
の
賞
族
の
威
光
と
絢

側
、
市
ん
に
は
皇
帝
の
こ
の
上
な
き
華
鹿
の
極
み
に
あ
っ
た
。
こ
の
上
な
き
師
で
あ
り
、

主
で
あ
り
、
輝
け
る
存
在
。
自
分
の
目
で
し
か

と
皇
帝
ぶ
り
を
確
か
め
る
こ
と
も
で
き
た
と
い
う
も
の
だ
!

人

間
の
心
の
奥
底
に
ひ
そ
む
最
も
大
き
く
強
烈
な
必
要
を
実
現
し
た
存

在
。
人
間
の
心
は
、
華
麗
、
絢
側
、
誇
り
、
噂
大
、
栄
光
、
そ
し
て
権
威
を
絶
対
に
必
要
と
す
る
の
だ
。
お
そ
ら
く
は
愛
よ
り
も
、
少

く
と
も
パ

γ
よ
り
も
こ
う
し
た
も
の
を
必
要
と
す
る
。

ハ
「
四
竿
」
、
傍
点
筆
者
)



パ
ヲ

E

叩刀
の
な
か
に
本
来
的
に
仰

っ
て
い
る
力
を
カ
と
し
て
認
め
よ
う
と
い
う

ロ
レ

Y

A
の

一
文
は
、
わ
れ
わ
れ
に
ギ
リ

γ
ャ
の
へ
ラ
ク
レ

λ

、

e
ワ
l

パ
ワ
ー

な
い
し
は
そ
の
力
強
い
彫
刻
さ
え
想
起
さ
せ
る
。
し
か
し
、

ロ
レ
ン
ー
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
内
な
る
カ
の
肯
定
は
、
同
時
に
権
力
の
肯
定

パ
ヲ

g

E
ヲ

1

で
あ
る
。
内
な
る
カ
に
満
て
る
権
力
を
頂
点
と
し
た
ハ
イ
ア
ラ
キ

ー
に
、
人
間
の
集
団
的
存
在
の
最
善
の
秩
序
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
ち
ょ

う
ど
、
人
間
の
可
能
性
の
極
限
を
実
現
し
た
「
超
人
」
を
頂
点
と
し
て
、
支
配
さ
れ
る
民
衆
を
考
え
た
-
-
1
チ
ェ
の
よ

ァ，Ahr
，，，

う
に
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
内
な
る
強
さ
、
す
な
わ
ち
、
孤
独
な
精
神
的
強
者
と
し
て
ジ

l
ザ
兄
を
名
訴
し
た

「武

族

」

も
、
「ジ
1
ザ
ス
で
さ
え
、
他
人
と
い
っ
し
ょ
に
な
る
や
、
公
族
と
な
り
、
師
と
な
る
。
」
と
い
う

一
行
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
人
間
の

ヲ
ス
ト

不
平
等
性
を
、

ロ
レ

γ
λ

は
前
提
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、

ロ
レ

γ
λ

に
あ
っ
て
は
、
権
力
は

「
そ
れ
へ
の
意
志
」
で
は
な
く
、
欲
で
あ

ル
E
a
w

る
。
つ
ま
り
は
、
男
の
自
然
で
あ
り
、
ア
ダ
ム
が
イ
プ
を
治
め
支
配
す
る
(
創
世
紀
、
三
ノ
一
六
)
よ
う
に
、
旧
く
か
ら
、
男
の
内
に
潜

ん
で
い
て
、
決
し
て
な
く
な
る
こ
と
の
な
い
根
原
的
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
我
な
ど
と
い
う
上
等
(
ワ
)
な
も
の
で
は
な
く
、
ア
ダ

ム
的
我
執
で
あ
り
、
し
か
も
厳
と
し
て
存
在
す
る
以
上、

目
を
覆
う
こ
と
を
せ
ず
、
す
な
お
に
直
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
き
放
ち
、

そ
の
解
き
放
ち
に
よ
っ
て
、
権
力
の
自
然
的
秩
序
を
現
出
す
べ
き
だ
と
い
っ
て
い
る
、
と
見
て
よ
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
人
と
の
関
係
性
を
生
き
る
な
か
で
、
こ
の
ア
ダ
ム
的
我
執
が
、
挫
か
れ
抑
圧
さ
れ
、
陰
に
こ
も
っ
た
と
き
、
い
っ

た
い
ど
の
よ
う
な
様
相
を
呈
す
る
の
か
?

こ
れ
こ
そ
、

ロ
1
7
帝
国
に
よ
っ
て
迫
害
の
憂
き
間
に
あ
い
、
パ
ト
モ
丸
山
の
獄
に
つ
な
が

れ
た
ジ
ョ

γ
の
物
語
る

「
千
年
王
国
」
で
あ
り
、
い
い
か
え
る
な
ら
、
挫
か
れ
ね
じ
く
れ
た
集
団
的
我
執
の
、
謙
哨
酬
な
殉
教
と
見
え
る
究

極
的
権
力
の
実
現
で
あ
る
。
こ
の
実
現
は
、
む
ろ
ん
の
こ
と
、
限
り
な
く
「
延
期
さ
れ
た
速
命
」
で
あ
る
。
切
に
望
ん
で
い
る
も
の
が
、

あ
る
い
は
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
も
の
が
、
ど
う
こ
ろ
ん
で
も
手
に
入
ら
な
い
と
知
る
と
、
人
は
こ
れ
を
打
ち
砕
き
に
か
か
る
。
こ
の
人

間
心
理
の
陰
険
き
に
支
え
ら
れ
、

ジ
ョ
ン
の
黙
示
録
は
、

抽
刊
に
選
ば
れ
た
民
の
、

殉
教
と
い
う
衣
裳
を
つ
け
た
絶
対
的
権
力
実
現
の
た

七

(
町
山

)



二
八

め
、
燃
え
る
よ
う
な
憎
悪
と
つ
の
る
怨
み
を
こ
め
て
、
世
俗
的
権
力
の
撲
滅
、
全
人
類
の
掃
滅
、
ひ
い
て
は
全
世
界
の
潰
滅
に
む
け
て
狼

煙
を
あ
げ
、
闘
志
を
む
き
出
し
に
す
る
。

(ω) 

そ
し
て
、
七
つ
の
鉢
を
持
っ
た
七
人
の
御
使
い
の
一
人
が
き
て
、
わ
た
し
と
誇
り
、
わ
た
し
に
い
っ
た
。
こ
ち
ら
に
き
な
さ
い
、
川

水
あ
ま
た
の
上
に
座
す
、
大
い
な
る
売
女
の
さ
ば
き
を
、
あ
な
た
に
見
せ
て
あ
げ
よ
う
。

こ
の
女
と
地
の
王
た
ち
は
姦
淫
を
行
っ
た
。
そ
し
て
地
に
住
む
人
々
は
女
の
姦
淫
の
酒
に
酔
わ
さ
れ
て
い
た
。

み
た
ま

そ
こ
で
か
れ
は
御
塁
を
受
け
て
わ
た
し
を
荒
野
に
連
れ
て
い
っ
た
。
す
る
と
一
人
の
女
が
緋
色
の
獄
の
上
に
座
っ
て
い
る
の
が
見
え

た
、
そ
の
獄
は
日
演
の
名
の
数
々
に
満
ち
、
七
つ
の
頭
と
七
つ
の
角
と
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
女
は
紫
と
緋
色
の
衣
を
ま
と
い
、
金
と
宝
石
と
真
珠
で
飾
り
、
そ
の
手
に
忌
ま
わ
し
き
姦
淫
の
被
れ
に
満
ち
た
金
の
杯
を
持

っ
て
い
た
。

そ
し
て
女
の
額
に
は
一
つ
の
名
が
普
か
れ
て
い
た
、
奥
義
、

大
い
な
る
パ
ビ
ロ
ン
、
地
の
淫
婦
ら
と
忌
ま
わ
し
き
も
の
ら
と
の
母
。

(十
七
、

一
l
五
)

あ
な
た
の
見
た
十
の
角
は
十
人
の
王
た
ち
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
ま
だ
国
を
授
か
っ
て
は
い
な
い
。
だ
が
燃
と
と
も
に
、
ひ
と
と
き
王

と
し
て
の
権
力
を
授
っ
て
い
る
。

か
れ
ら
は
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
獄
に
権
力
と
カ
を
与
え
る
だ
ろ
う。

か
れ
ら
は
小
羊
に
戦
い
を
い
ど
む
が
、
小
羊
は
か
れ
ら
に
う
ち
勝
つ
。
な
ぜ
な
ら
小
羊
は
主
の
主
、
王
の
主
で
あ
る
か
ら
。
ま
た
小



羊
と
と
も
に
召
さ
れ
、
選
ば
れ
し
、
忠
実
な
者
も
、
か
れ
ら
に
打
ち
勝
つ
。

(問
、
十
二
l
十
四
〉

そ
れ
か
ら
も
う
一
人
の
御
使
い
が
力
強
い
戸
で
叫
ん
で
言一

っ
た
。
大
い
な
る
パ
ピ
ロ
Y

は
倒
れ
た
、
倒
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

怒
魔
の
住
処
、
も
ろ
も
ろ
の
織
れ
た
霊
の
巣
筋
、
も
ろ
も
ろ
の
汚
れ
た
憎
む
べ
き
烏
の
簡
と
な
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
民
の
全
て
が
、
女
の
姦
淫
に
対
す
る
怒
り
の
葡
萄
酒
を
飲
み
、
地
の
玉
ど
も
は
女
と
姦
淫
を
行
い
、
地
の
商
人
た
ち
は
女

の
逸
楽
充
溢
の
た
め
に
官
を
肥
や
し
た
か
ら
。

(
十
八
、
二
|
三
)

女
の
罪
の
数
々
は
天
に
ま
で
と
ど
き
、
神
は
女
の
邪
悪
を
お
ぼ
え
て
お
ら
れ
た
。

女
が
し
た
の
と
同
じ
だ
け
、
ま
た
、
女
の
仕
業
に
よ
っ
て
は
、
倍
に
し
て
返
し
て
や
れ
。
女
の
盛
っ
た
杯
の
な
か
に
倍
の
も
の
を
盛

り
そ
そ
い
で
や
れ
。

女
は
倣
れ
る
ま
ま
、
賀
沢
に
明
け
く
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
対
し
て
同
じ
だ
け
の
苦
し
み
と
悲
し
み
を
味
わ
せ
て
や
れ
。
と
い
う
の
も

心
の
中
で
わ
た
し
は
女
王
の
座
に
あ
り
、
寡
婦
で
は
な
い
か
ら
、
悲
し
み
な
ど
知
ら
な
い
わ
、
と
い
っ
た
の
だ
か
ら
。

そ
れ
ゆ
え
、
災
い
の
数
々
、
死
と
嘆
き
と
飢
悩
と
が
一
日
の
う
ち
に
や
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
女
は
火
で
焼
き
つ
く
さ
れ
て
し
ま

う
。
女
を
裁
く
主
な
る
神
は
強
い
か
ら
で
あ
る
。

九
(問
、
五

l
八〉

ハ
臼
)



ハ
釘
)

猛
き
御
使
の
一
人
が
大
き
な
石
臼
の
よ
う
な
石
を
持
ち
あ
げ
、
海
の
な
か
に
投
げ
こ
ん
で
い
っ
た
、
こ
の
よ
う
に
大
い
な
る
都
パ
ピ

ロ
ン
は
激
し
く
打
ち
倒
さ
れ
、
二
度
と
ふ
た
た
び
姿
を
現
わ
す
こ
と
は
な
い
、
と
。

。
(岡
、
二
十
二

ど
う
見
て
も
散
文
詩
と
し
て
は
、
と
い
う
か
、
文
学
と
し
て
は
一
流
で
は
な
い
。
だ
が
、
底
深
く
怨
墜
の
戸
を
響
か
せ
た
こ
の
攻
撃
的

情
念
は
、
な
ん
と
餓
烈
な
こ
と
か
!
実
際
、
読
む
ご
と
に
、
震
え
が
躯
を
刺
し
貨
か
ず
に
は
い
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
自
に
は
目
を
、
惑

に
は
倍
の
識
を
、
と
い
っ
た
具
合
に
、
明
納
し
つ
つ
地
滑
り
し
て
ゆ
く
復
讐
へ
の
執
念
は
、
女
を
火
で
焼
き
つ
く
さ
な
く
て
は
気
が
す
ま

な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

な
お
見
て
い
る
と
、
以
と
地
の
王
た
ち
と
そ
の
軍
勢
と
が
集
り
、
馬
に
乗
っ

て
お
ら
れ
る
人
と
そ
の
軍
勢
と
に
対
し
て
闘
い
を
挑
ん

だ
と
こ
ろ
が
獄
は
捕
え
ら
れ
、
以
と
と
も
に
偽
予
言
者
も
捕
え
ら
れ
た
。
か
れ
は
獄
の
ま
え
で
奇
跡
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
以
の

刻
印
を
受
け
獄
の
像
を
礼
拝
し
た
者
た
ち
を
惑
わ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
と
も
、
生
き
な
が
ら
、
硫
賞
の
燃
え
る
火
の
池
に
投
げ

こ
ま
れ
た
。

残
り
の
者
は
、馬
に
乗
っ
て
お
ら
れ
る
人
の
口
か
ら
突
き
出
た
剣
で
切
り
殺
さ
れ
、そ
の
肉
を
全
て
の
烏
た
ち
が
む
き
ぼ
り
食
っ
た
。

〈十
九
、
十
九

l
二
十

一
、
傍
点
鐙
者
〉

淫
婦
を
乗
せ
た
獣
も
、
偽
予
言
者
も
、
つ
ま
り
は
集
団
的
我
執
(
選
ば
れ
た
聖
徒
た
ち
の
千
年
支
配
〉
の
実
現
に
と
っ
て
邪
魔
な
も
の



は
す
べ
て
な
ぎ
倒
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
な
ぎ
倒
し
方
が
問
題
で
あ
る
。
生
き
な
が
ら
に
し
て
硫
黄
の
焔
火
の

只
中
へ
投
げ
こ
も
う
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
。
し
か
も
、
そ
の
目
的
は
、
た
だ
欣
や
人
間
の
て
ん
ぷ
ら
を
一
瞬
に
し
て
持
え
よ
う
と
い
う

の
で
は
な
く
、

そ
こ
か
ら
、

「
世
々
限
り
な
く
、
日
夜
」
途
絶
え
る
こ
と
の
な
い
苦
悶
の
附
吟
が
洩
れ
出
る
(
一
一

O
、

一
O
)
の
を
聞
き

と
ど
け
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
馬
上
の
人
(
救
い
主
で
あ
る
人
の
子
)
の
剣
で
切
り
殺
す
だ
け
で
は
お
さ
ま
ら
ず
、
そ

の
死
肉
を
烏
の
明
で
む
さ
.
ほ
り
、
つ
つ
か
せ
よ
う
と
い
う
の
と
呼
応
し
て
い
る
。

こ
の
、
世
界
を
終
末
へ
と
向
か
わ
せ
る
地
獄
絵
図
の
む
ご
た
ら
し
さ
は
、
た
と
え
ば
、
神
学
者
、
チ
ャ

ー
ル
ズ
が
い
う
よ
う
に
、
大
淫

婦
が
ロ

1
7
で
あ
り
、
獄
が
ネ
ロ
で
あ
り
、
皇
帝
た
ち
で
あ
る
と
し
て
、

パ
ト

モ
ス
の
ジ

ョ
ン
を
含
む
原
始
ク
ラ
イ
見
ト
教
徒
に
対
す
る

大
帝
国
ロ

l
マ
の
迫
害
の
、
単
に
、
物
出
世
さ
の
み
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
執
搬
な
破
緩
衝

動
の
陰
惨
さ
こ
そ
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
、
か
れ
ら
の
権
力
へ

の
渇
望
の
大
き
さ
を
証
左
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
そ
れ
を
断
た
れ
、

内
向
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
者
の
社
会
的
、
な
い
し
は
階
級
的
イ

γ
フ
ェ
リ
オ
リ
テ
ィ

・
コ
〈
ア
レ
ッ

F
Z
が
、
負
の
攻
撃
的
バ
ネ
に

転
化
す
る
と
き
、
極
度
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
奔
流
さ
せ
る
と
い
う
構
図
を
物
語
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
は
人
関
心
理
の
、
あ
の
黒
々
と
し
た

病
理
と
他
な
る
も
の
で
は
な
い
。

だ
が
、
聖
徒
に
よ
る
千
年
支
配
、
更
に
は
硫
黄
の
火
の
池
の
み
を
残
し
、
全
世
界
を
潰
滅
さ
せ
、
「歴

史
の
消
滅
」
(
プ
ル
ト
マ
ン
)
を
は
か
つ
て
建
設
す
る
襲
都
ジ
ァ
ル

1
サ
ラ
ム
の
幻
想
が
、

聖
徒
に
諜
す
こ
の
世
の
忍
耐
、

す
な
わ
ち
殉

教
の
忍
耐
は
、
実
は
、
右
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
快
楽
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

い
い
か

え
る
な
ら
、
「聖
徒
の
共
同
体
の
み
を
権
力
の
究
極
的
否
定
と
し
て
、
し
か
も
究
極
的
権
力
」(「
四
章」〉

と
し
て
樹
立
さ
せ
る
と
い
う
思

想
は
、
+
デ
イ
ズ
ム
の
快
楽
に
裏
打
ち
さ
れ
た
忍
耐
に
よ
っ
て
、
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
集
団
的
我
執
が
、
人

間
性
の
自
然
を
裂
が
え
し
歪
曲
さ
せ
つ

つ
、
観
念
の
絶
対
性
を
獲
得
し
て
い
っ
た
八
か
ら
く
り
〉
が
隠
さ
れ
て
い
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。

(
付
開

)



〈
臼
〉

黙
示
録
に
あ
ら
わ
れ
た
原
始
F
ラ
イ
ス
ト
教
共
同
体
の
幻
想
と
は
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
倒
錯
し
た
権
力
思
考
で
あ
り
、
そ
の

姿
態
は
、

ま
さ
し
く
、
感
惣
と
見
え
て
陰
惨
な
る
も
の
、

に
満
ち
た
生
命
否
定
以
外
の
い
か
な
る
貌
も
帯
び
て
い
な
い
、

と
い
う
こ
と

は
、
も
は
や
明
ら
か
で
あ
ろ
う。

し
か
し
、
ロ
レ
Y

A
は
、
こ
の
幻
想
が
今
な
お
、
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
北
中
部
地
方
の
坑
夫
た
ち
の
間
に
援
強
く
生
き
て
い
る
、
と
い

う。

坑
夫
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
自
ら
仮
想
す
る
敵
に
向
け
て
、
大
淫
婦
へ
の
「
大
が
か
り
な
告
発
」
を
朗
唱
し
、
曲
間
帯
削
の
う
ち
に
共
振

れ
し
て
い
る
、
と
い
う。

己
れ
の
敵
を
、
地
獄
の
な
か
へ
、
あ
る
い
は
、
硫
黄
の
た
だ
な
か
へ
突
き
務
と
し
、
永
遠
の
苦
忠
に
さ
ら
し
つ

つ
、
自
分
た
ち
だ
け
は
、
ま
る
で
「
最
下
周
の
犬
が
最
上
岡
山
の
犬
に
成
り
上
ろ
う
」
と
す
る
ご
と
く
、
絢
川
畑
た
る
栄
光
の
座
に
つ
こ
う
と

す
る
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
恰
好
の
幻
想
は
な
い
と
い
う
わ
け
だ
。
ロ
レ

y
z
は
、
し
か
し
、
こ
れ
に
向
け
て
、
腹
の
底
か
ら
嫌
悪
を

吐
き
出
し
、

憤
り
を
た
た
き
つ
け
る
。
な
.
せ
な
ら
、

こ
の
共
同
体
の
幻
想
と
、

充
全
に
生
き
よ
う
と
す
る
個
と
は
逆
立
せ
ざ
る
を
え
な

い
、
と
い
う
こ
と
を
自
ら
透
視
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
p
-フ
イ
兄
ト
者
た
ろ
う
と
す
れ
ば
、
愛
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
愛
そ
う
と
す
れ
ば
、
ク
ラ
イ
ス
ト
者
た
り
え
な
い
、
と
い
う
逆
立
構
造
を
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ロ
レ
ン
兄
の
憤
り
を
単
的
に
捉
え
て
は
な
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

い
う
な
ら
ば
、
こ
の
幻
想
が
自
己
に
と
っ
て
他
な
る
も
の
で
あ
る
と
気
づ
い
た
と
き
に
は
、
す
で
に
個
の
内
部
の
隅
々

に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
ぬ
き
に
し
て
、
こ
の
種
の
憤
り
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
共
同
体
の
幻
想
は
、
暗
黙

の
う
ち
に
個
を
呪
縛
し
、
そ
の
黙
契
か
ら
自
立
す
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
錠
を
破
る
こ
と
以
上
に
、

勇
気
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す

る
。
な
ぜ
な
ら
、
単
に
村
八
分
に
処
せ
ら
れ
る
だ
け
で
事
は
済
ま
ず
、
単
独
者
と
し
て
す
さ
ま
じ
い
精
神
の
削
酬
を
生
き
つ
づ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。



ロ
レ

y
z
も
ま
た
、
こ
の
例
外
で
は
あ
り
え
な
い
。
イ
ギ
リ
丸
か
ら
の
追
放
人
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
放
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
幻
想
の
無
言
の
圧
力
に
抗
い
つ
つ
、
そ
れ
が
、
ま
さ
し
く
二
千
年
を
か
け
て
排
除
し
て
き
た
も
の
を
、
も
う

一
度
、
人
間
の
側
に
と
り
も
ど
す
た
め
の
血
路
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
体
、
ど
の
よ
う
な
?

3 

ロ
レ
ン
λ

は
、
ク
ラ
イ
ス
ト
教
的
恐
れ
を
憎
ま
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
。
そ
の
手
立
て
と
い
う
の
が
「
も
と
よ
り
、
己
れ
に
あ
わ
な

い
も
の
は
こ
と
ご
と
く
、
否
定
す
る
こ
と
、
吏
に
は
、
そ
れ
を
抑
圧
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
か
ら
だ
、
と
い
う。

そ
し
て
、

「
あ
ら
ゆ
る

興
教
的
形
跡
を
抑
圧
し
よ
う
と
す
る
そ
の
構
造
は
、

一
世
紀
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
ク

ラ
イ
兄
ト
教
世
界
に
あ
っ
て
は
、
本
能
的
、

と
い
う
か
、
恐
れ
本
能
で
あ
っ
て
、
徹
底
を
き
わ
め
、
実
に
犯
罪
的
で
あ
っ
た
。
」
と
告
発
し
て
い
る。

抑
圧
の
根
拠
律
に
恐
れ
を
読
ん

だ
こ
と
は
、
ま
さ
に
、

ロ
レ
ン
旦
の
胴
限
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
実
は
、
こ
の
恐
れ
こ
そ
、
幻
想
を
、
い
い
か
え
る
な
ら
、
観
念
を
ゆ
る

ぎ
な
き
も
の
と
す
る
た
め
の
強
力
な
武
穏
で
あ
っ
た
、
と
い
え
る
の
だ
。
恐
れ
の
対
象
は
、
願
望
の
対
象
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
願
望
の

対
象
に
よ
っ
て
は
、

一
且
、
そ
の
魅
力
の
囚
と
な
る
や
、
と
こ
と
ん
身
を
焦
が
し
か
ね
な
い
。
つ
ま
り
は
、
自
分
の
内
側
か
ら
、
己
れ
を

焦
土
と
化
し
て
し
ま
う
の
だ
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
を
い
ち
早
く
峡
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
内
に
恐
れ
を
隠
し
持
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
者
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
を
能
力
と
呼
ん
だ
も
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
映
覚
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
、
前

以

っ
て
、
そ
の
対
象
を
禁
制
の
な
か
に
封
じ
こ
め
る
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
対
し
て
闘
い
を
し
か
け
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
パ
ト
モ
兄
の
ジ
ョ
ン
は
、
き
わ
め
て
巧
妙
な
煽
動
的
思
想
家
と
私
に
映
る
の
だ
が
、

ロ
レ
ン
ス
は
、
〈
内
な
る
弱
さ
V
を

抱
え
持
つ
努
で
あ
る
と
い
う。

こ
れ
は
、
し
か
し
、

一
枚
の
銀
貨
の
表
裏
で
あ
る
よ
う
だ
。
お
そ
ら
く
、
パ
ト
モ
A

の
ジ
ョ

γ
は
、
右
に

(
山
明
〉



四

(
m
w
)
 

述
べ
て
き
た
よ
う
な
恐
れ
を
、
誰
に
も
ま
し
て
奥
の
方
に
潜
ま
せ
て
い
た
、
と
推
測
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
す
で
に
触
れ
た
大
淫
婦
や
獣
の
隠
織
の
な
か
に
、
こ
の
構
造
が
医
さ
れ
て
い
る
。
チ

ャ
ー
ル
ズ
の
い
う
よ
う
に
、
淫
婦
を

火
で
焼
き
つ
く
し
、
獄
を
硫
黄
の
燃
え
さ
か
る
焔
の
池
(
こ
の
イ
メ
ジ
だ
け
は
ダ
ニ
ァ
ル

muな
ど
か
ら
の
剰
窃
で
は
な
く
、

パ
ト
モ
ス
の

ジ
ョ

γ
の
発
明
で
あ
る
)
の
な
か
に
投
げ
こ
ん
で
消
滅
さ
せ
た
の
は
、
単
に
物
質
的
栄
撃
を
誇
る
問
問
教
の
ロ

l
マ
や
、
ヰ
ロ
や
王
た
ち
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ば
か
り
と
は
い
え
な
い
。
こ
こ
で
用
意
周
到
に
封
印
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ほ
か
で
も
な
い
、
人
間
の
内
部
の
た

だ
の
自
然
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
淫
婦
と
は
女
の
夜
の
自
然
で
あ
り
、
獄
と
は
男
の
自
然
で
あ
る
か
ら
だ
。
お
そ
ら
く
、
パ
ト
モ
ス
の
ジ

ョ
ン
は
、
そ
の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
唆
覚
で
、
共
同
体
の
幻
想
(
集
団
的
我
執
の
完
遂
)
を
足
元
か
ら
突
き
崩
す
の
は
人
間
性
の
自
然
で
あ

る
こ
と
を
察
知
し
、
こ
れ
を
〈
汝
!
な
か
れ
V
の
禁
制
の
な
か
に
閉
じ
こ
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う。

そ
れ
で
も
な
お
恐
れ
は
消
え
ず
、

、、

こ
れ
に
対
し
て
も
闘
い
を
し
か
け
、
徹
底
し
た
抑
滅
を
も
く
ろ
ん
だ
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
ジ
ョ

γ
の
黙
示
録
が
全
知
に
わ
た
っ
て
、
流
血
の
闘
争
、
血
に
染
っ
た
騎
士
の
衣
、
殺
致
、
馬
の
轡
に
と

ど
く
か
と
思
わ
れ
る
血
の
海
、
な
ど
が
氾
殺
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
ま
た
、
メ
サ
イ
7
で
あ
る
人
の
子
は
、
も
ろ
も
ろ
の

王
の
玉
、
小
羊
、
実
は
怒
る
獅
子
、
そ
し
て
剣
を
閃
め
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
戦
い
に
う
ち
勝
つ
征
服
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る。

そ
し
て
、
わ
た
し
に
語
り
か
け
る
戸
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
、
ふ
り
む
い
た
。
ふ
り
む
く
と
、
七
つ
の
金
の
燐
台
が
見
え
た
。

七
つ
の
燭
台
の
あ
い
だ
に
人
の
子
の
よ
う
な
者
が
見
え
た
。
足
も
と
ま
で
た
れ
下
る
法
衣
を
ま
と
い
、
胸
に
金
の
帯
を
し
め
て

い

た
。



か
し
ら

重
色
こ

か
れ
の
頭
と
妥
の
毛
は
羊
毛
の
よ
う
に
白
く
、
雪
の
よ
う
に
白
か
っ
た
。
か
れ
の
阪
は
火
の
焔
の
よ
う
だ
つ
た
。

か
れ
の
足
は
、
輝
く
し
ん
ち
ゅ
う
の
よ
う
で
、
ま
る
で
炉
の
な
か
で
燃
え
て
い
る
よ
う
だ
つ
た
。
か
れ
の
声
は
あ
ま
た
の
水
の
音
に

似
て
い
た
。

そ
し
て
右
の
手
に
七
つ
の
昼
を
持
ち
、
口
か
ら
は
鋭
い
両
刃
の
剣
が
突
き
出
て
お
り
、
か
れ
の
顔
は
力
強
く
照
り
輝
く
太
陽
の
よ
う

だ
つ
た
。

わ
た
し
は
そ
れ
を
見
た
と
き
、
死
人
の
よ
う
に
か
れ
の
足
下
に
く
ず
お
れ
た
。
す
る
と
、
か
れ
は
わ
た
し
の
上
に
右
手
を
お
い
て
、

わ
た
し
に
い
っ
た
。
恐
れ
る
な
、
わ
た
し
は
最
初
で
あ
り
、
最
後
で
あ
る
。

(一

、
十
二
|
十
七

傍
点
筆
者
)

こ
こ
に
捕
か
れ
て
い
る
の
は
、
実
に
奇
怪
で
異
様
な
ジ

l
ザ
凡
で
あ
る
。
イ
ジ
ィ

l
キ
ア
ル
や
ダ
ニ
ァ
ル
の
模
倣
だ
と
は
い
え
、
パ
ト

モ
ス
の
ジ
ョ
ン
の
恐
れ
を
解
決
し
て
く
れ
、
し
か
も
、
集
団
的
我
執
実
現
の
た
め
に
、
絶
大
な
破
壊
力
を
振
っ
て
く
れ
る
、
力
強
く
、
頼

も
し
い
メ
サ
イ
ア
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
、
今
日
、
俗
人
、
と
い
う
か
、
治
人
の
仰
ぐ
ジ
l
ザ
λ

で
あ
る
、
と
ロ
レ

y

A
は
い
う
。
そ
し
て
、
生
命
を
、
更
に
は
生
命

の
活
力
ま
で
排
除
し
、
抹
殺
し
て
き
た
自
閉
的
精
神
の
根
源
で
あ
る
こ
と
に
怒
り
の
嘆
息
を
洩
ら
す
。
だ
が
、
ロ
レ
ン
ス
に
は
、
こ
の
ジ
l

ザ
手
を
透
徹
し
て
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ロ
レ
Y

A

を
考
察
す
る
場
合
に
、
決
し
て
見
逃
が
し
て
は
な
ら

な
い
重
要
な
一
点
で
あ
る
。
い
う
な
ら
ば
、

ロ
レ
Y

A

は
、
こ
の
ジ
l
ザ
旦
と
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
に
騒
動
す
る
生
命
と
を
和
解
さ
せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
逆
に
黙
示
録
の
、
カ
に
溢
れ
た
ジ
l
ザ
兄
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ロ
レ
ン
兄
は
、

五

(
問
山
〉



(
創

)

ハ
ト
モ
ス
の
ジ
ョ
ン
を
逆
手
ど
る
こ
と
で
、
自
ら
の
黙
示
録
を
司
泣
い
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。

ガ
リ
ラ
ヤ
湖
の
ほ
と
り
を
さ
ま
よ
う
ジ
l
ザ
ス
、
あ
る
い
は
、
「わ
た
し
は
大
変
悲
し
く
て
、

死
ぬ
ほ
ど
で
あ
る
。

君
た
ち
も
此
処
に

と
ど
ま
っ
て
、
わ
た
し
と
一
緒
に
目
を
覚
ま
し
て
い
て
く
れ
。
」
〔
マ

シュ

l
、
一二ハ
、
三
八
)
と
い
う
ジ
l
ザ
ス
と
は
程
遠
い

「
雲
に
乗

っ
て
や
っ
て
こ
ら
れ
る
」
黙
示
録
の
ジ
1
ザ
λ

に
、

ロ
レ

γ
ス
は
何
を
見
た
の
か
?

ス

モ

タ

ラ

ト

ル

ヨ

ス

ぞ

デ

イ

ナ

毛

λ

そ
れ
は
、

ほ
か
で
も
な
い
、

壮
大
な
コ
ス
モ
ス
の
主
、

宇
宙
の
支
配
者
、
宇
宙
の
運
行
者
と
し
て
の
ジ
1
ザ
兄
で
あ
る
。
七
つ
の
燭

台
、
す
な
わ
ち
太
陽
と
月
と
五
つ
の
惑
庄
の
あ
い
だ
に
立
ち
、
右
手
に
北
ヰ
七
星
と
呼
ば
れ
る
大
熊
座
の
七
つ
の
農
を
摘
み
、
北
極
星
を

中
心
に
そ
れ
ら
を
回
転
さ
せ
て
、
全
ユ
一
一
パ
ー
ス
の
運
行
を
司
ど
る
主
と
し
て
の
ジ
l
ザ
見
で
あ
る
。
そ
の
顔
は
、
力
に
溢
れ
た
太
陽
の

ご
と
く
、
命
の
根
源
そ
の
も
の
の
よ
う
に
、
ま
さ
し
く
仰
ぎ
見
る
者
を
く
ず
お
れ
さ
す
ほ
ど
、
政
し
く
輝
い
て
い
る
の
だ
/

口
か
ら
突

き
出
る
両
刃
の
剣
、
そ
れ
は
強
力
な
武
器
と
し
て
の
言
楽
で
あ
り
、

ロ
ゴ
兄
で
あ
り
、
知
で
あ
る
。
こ
の
剣
の
片
刃
は
、
我
執
ゆ
え
に
、

あ
る
い
は
恐
れ
ゆ
え
に
、
人
間
性
の
自
然
を
八
汝
|
な
か
れ
〉
の
禁
制
の
な
か
に
閉
じ
こ
め
歪
曲
さ
せ
つ
つ
、
つ
い
に
は
、
殉
教
と
い
う

名
の
〈
偏
執
狂
的
な
生
命
破
駿
V
に
い
た
る
思
想
の
聖
堂
、
い
う
な
ら
ば
知
の
絶
対
性
を
築
く
た
め
、
-ハ
ト

モ
兄
の
ジ
ョ
ン
に
荷
担
し
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
れ
こ
そ
「
破
線
の
竜
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
。

だ
が
、
剣
の
も
う
一
方
の
刃、

こ
れ
を
ロ
レ
ン
エ
は
、
パ
ト
モ
ス
の
ジ
ョ
ン
を
逆
手
ど
る
テ
コ
の
支
点
に
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
ほ
と
ん
ど
神
経
症
的
と
も
い
え
る
恐
れ
で
は
な
く
、
あ
の
ア
ナ
タ
シ
マ
ン
ド
ロ

λ

の
、
天
体
の
輸
を
廻
す
宇
宙
の
支
配
者
、
無
限
の

d
l
テ
μ
シ

1

生
命
力
と
そ
の
潜
勢
力
に
溢
れ
て
、
妖
し
く
燃
え
る
日
輸
の
ご
と
き
人
の
子
、
ジ
l
ザ
ス
へ
の
畏
れ
に
。
こ
の
畏
れ
を
と
り
も
ど
す
と

き
、
は
じ
め
て
、
ほ
ん
と
う
に
コ
ス
モ
λ
的
、
生
命
的
な
る
も
の
の
授
与
者
と
亨
受
者
、
い
わ
ば
、
支
配
、
被
支
配
の
関
係
が
成
立
し
、

た
が
い
の
交
感
さ
え
可
能
と
な
る
。
そ
の
と
き
、
「
破
壊
の
竜
」
を
、
「
獅
子
の
ご
と
き
生
命
の
、
限
り
な
き
盗
か
さ
」
に
転
化
さ
せ
る
こ



と
が
で
き
る
の
だ
、
と
。

し
か
し
、
今
日
な
お
、
黙
示
録
的
知
の
破
療
の
竜
は
、
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
猛
威
を
ふ
る
い
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら

な
し

"
"
J
'
R
 

し
か
も
女
ほ
ど
姉
烈
に
古
き
知
の
と
ぐ
る
に
巻
か
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
こ
れ
は
終
始
か
わ
ら
な
い
。
か
つ
て
は
露
感
の
い
ぶ
き

で
あ

っ
た
も
の
が
、
し
ま
い
に
は
固
定
さ
れ
、
悪
い
形
と
な
り
、
今
で
は
ミ
イ
ラ
の
包
帯
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
を
ぐ
る
ぐ
る
ま
き
に
し

同胆

J'
ス

て
い
る。

し
か
も
女
は
男
よ
り
も
吏
に
き
つ
く
巻
か
れ
て
い
る
。
今
日
、
女
の
一
番
い
い
と
こ
ろ
は
こ
の
知
の
と
ぐ
ろ
に
き
つ
く
固
く

縛
ら
れ
て
お
り
、
肉
体
を
喪
い
、
抽
象
的
に
な
り
、
見
る
も
恐
ろ
し
い
自
己
決
定
に
追
い
た
て
ら
れ
て
い
る
。

今
日
、

女
は
奇
異
な

'
d
-A 

《
精
神
的
》
生
物
で
あ
り
、
古
き
知
の
邪
怒
な
恕
庇
に
追
い
ま
く
ら
れ
、

一
瞬
た
り
と
も
、
そ
れ
か
ら
逃
れ
て
自
分
に
か
え
る
こ
と
を

"V
4

A

 

許
さ
れ
な
い
。
邪
悪
な
知
は
い
う
、
あ
な
た
は
《
有
意
義
で
》
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
よ
。
生
き
て
い
る
あ
い
だ
に
何
か
《
価
値
あ

る
も
の
》
を
持
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
よ
。
そ
こ
で
女
は
い
ち
ず
に
な
っ
て
、
何
か
価
値
あ
る
も
の
を
怯
耐
え
、
邪
恋
な
形
を
し
た
わ

れ
わ
れ
の
文
明
を
ま
す
ま
す
高
く
積
み
あ
げ
、

一
秒
た
り
と
も
、
そ
こ
か
ら
逃
れ
て
、
新
し
い
緑
な
す
竜
の
、
光
り
輝
く
流
動
的
な
と

ぐ
ろ
に
巻
か
れ
よ
う
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

(
「
十
六
章
」
)

こ
の
解
き
放
つ
と
見
え
て
失
わ
れ
て
い
く
も
の
を
今
こ
そ
直
視
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
ロ
レ
γ

A

は
い
い
た
い
の
だ
。
だ
が
、
近

代
的
自
我
は
、
こ
れ
が
磁
波
の
屯
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
こ
う
と
し
な
い
で
、
ま
す
ま
す
高
く
パ
ベ
ル
の
応
を
築
こ
う
と
悪
戦
苦
闘
し
て
い

，じ

〈

ω〉



三
八

る
。
パ
ト
モ
A

の
ジ
ョ
ン
さ
な
が
ら
、

ロ
レ

Y

A

は
こ
の
知
の
侭
倣
に
、
全
身
で
呪
詑
を
あ
び
せ
つ
つ
、
燃
え
る
日
輸
の
太
陽
的
生
命
と

a
m
i
-
7
y
'
J
f
 

の
交
感
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
内
な
る
自
然
、
「
光
り
輝
く
流
動
的
」
な
竜
の
潜
勢
力
を
復
権
さ
せ
る
の
だ
、
と
叫
び
を
発
す
る
。

そ

う
し
て

こ
そ
、
き
れ
ぎ
れ
に
引
き
裂
か
れ
た
個
が
も
う
一
度
、
全
体
性
を
と
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
、
と
。

し
か
し
な
が
ら
、

ロ
レ

γ
兄
の
大
い
な
る
日
輪
、
大
い
な
る
宇
宙
へ
の
畏
れ
と
帰
依
は
、
生
命
を
、
あ
る
い
は
わ
れ
わ
れ
の
内
な
る
自

然
を
、
た
だ
の
生
命
、
た
だ
の
自
然
と
し
て
見
る
こ
と
で
お
さ
ま
ら
ず
、
大
文
字
の
生
命
、
あ
る
い
は
、
大
文
字
の
自
然
と
い
う
絶
対
認

識
に
ま
で
お
し
上
げ
ず
に
は

い
ら
れ
な
か
っ
た
。

ロ
レ
ン
ス
と
い
え
ど
も
、
つ
い
に
、
ク
ラ
イ
旦
ト
教
の
父
性
原
理
か
ら
脱
出
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。
反
宗
教
も
、
最
終
的
に
は
、
宗
教
の
な
か
に
く
み
こ
ま
れ
て
い
く
。
こ
こ
に
、
私
は
、
逆
に
一
つ

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
知
の
宿
命
を
見
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

(臼〉

註
聖
訟
の
テ
キ
ス
ト
は
、
失
語
版
の

「欽
定
訳
」
と、

「
モ
フ
ァ

ト
訳
」
を
併
用
し
た
。
ロ
ν
ン
ス
は
引
用
に
は
「
モ

フ
ァ
ト
訳
」
を
使
用
し
て
い
る

が
、
本
文
中
の
引
用
は

「欽
定
訳
」
か
ら
の
筆
者
の
試
訳
で
あ
る
。
日
本
古
川
の
型
部
も
怠
照
し
た
が
、
試
訳
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
「
モ
フ
ァ
ト
訳
」

の
解
釈
を
加
味
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ロ
レ
ン
ス
の
テ
キ
ス
ト
は
、
。
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隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
お
け
る
穣
れ
の
観
念
に
つ
い
て

紙

谷

威

広

(1) 

綴
れ
と
民
間
宗
教
者

民
間
信
仰
に
お
い
て
、
種
々
の
破
れ
の
観
念
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
死
や
出
産
に
と
も
な
う
不
浄
や
、
年
中
行
事
等
に
も
関
連
す
る
災

厄
の
観
念
と
い

っ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
織
れ
か
ら
の
解
放
の
た
め
に
種
々
の
儀
礼
や
禁
忌
が
創
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

山

岳
登
拝
行
を
行
な
う
修
行
者
や
参
論
者
は
日
常
生
活
か
ら
の
離
脱
に
際
し
て
、

一
定
期
間
の
精
進
の
生
活
を
送
っ
た
後
に
、
山
岳
登
拝
に

出
発
す
る
の
で
あ
る
。
崎
玉
県
比
企
川
州
都
幾
川
村
大
野
で
は
、
大
山
識
に
出
発
す
る
前
に
、
男
だ
け
で
お
精
進
裳
に
簡
っ
て
生
活
す
る
の

で
あ
る
。
そ
の
問、

女
性
の
料
理
し
た
も
の
は
食
べ
ら
れ
ず
、
野
菜
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
、
自
分
逮
で
調
理
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
川

に
下
っ
て
、
し
め
を
張
っ
た
場
所
で
、
身
を
潔
め
る
。
代
参
者
に
は
、
他
の
人
々
が
「
大
山
石
尊
大
権
現
」
と
言
い
な
が
ら
、
水
を
か
け

(
1

)
 

る
の
で
あ
る
。
こ
の
お
精
巡
の
場
合
、

二
種
類
の
要
紫
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ハ円
、
女
性
の
被
れ
か
ら
の
離
脱
、

ω、
日
常
生
活
か
ら
の
離
脱
で
あ
る
。
こ
と
に
水
に
よ
る
潔
め
と
、
男
性
の
み
に
よ
る
集
団
生
活
に
よ
っ
て
、
以
上
の
点
が
明
ら
か
に
表

〈

%

)



(
%
〉

現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

祭
礼
で
の
禁
忌
も
ま
た
、
織
れ
の
観
念
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
、
特
徴
的
で

あ
る
。
死
者
の
出
た
家
は
祭
礼
の
役
割
を
つ
と
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
し
、
ま

た
祭
礼
の
席
へ
の
出
席
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
千
葉
県
成
田
市
上
一
稲
田

の
オ
ピ
シ
ャ
は
、
輪
番
当
屋
制
の
祭
礼
で
あ
る
が
、
当
屋
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
当
屋
は
清
浄
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
死
者
が
出
た
場
合
に
は
、
安
置
し
て

あ
る
神
の
宮
を
、
次
の
家
に
移
す
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
死
の
被
れ
が
、
抽
刊
を
汚
す
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
一
方

で
、
出
産
や
女
性
の
月
経
も
不
浄
観
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
長
野
県
下
伊
那

郡
大
鹿
村
で
は
、
ヒ
マ
ヤ
と
呼
ば
れ
る
小
屋
が
各
家
に
用
意
さ
れ
て
い
て
、
月
経
の
女
性
は
こ
の
ヒ
マ
ヤ
に
筒
っ
て
生
活
す
る
の
で
あ

る
。
月
経
の
後
に
、
ヒ
マ
ヤ
沢
な
ど
と
称
さ
れ
る
川
や
、
井
戸
な
ど
で
水
垢
離
を
と
っ
て
か
ら
帰
宅
す
る
の
で
あ
り
、
日
常
生
活
へ
の
復

(
2
v
 

帰
の
た
め
に
は
、
精
進
潔
斎
が
要
求
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
出
産
に
も
不
浄
観
が
あ
り
、
出
産
後
の
一
定
期
間
は
、
神
棚
に
白

紙
を
張
っ
て
隠
す
習
俗
や
、
神

へ
の
供
物
に
手
を
触
れ
な
い
と
い
っ
た
事
例
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

一
般
に
強
調
さ
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
。

図 。 霊 ・{昔 ・被れの構成

~ 

祭、111-!IiWI'，参1m古

fii 

11 '，'日 'L iι 

破れ

n¥，}j'l、J'J続、71:
一一」

こ
れ
ら
の
織
れ
の
観
念
は
、
次
の
よ
う
に
図
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
図
①
)
。
つ
ま
り
、
日
常
生
活
を
基
準
に
し
て
考
え
る
と
、
こ

の
日
常
生
活
よ
り
も
マ
イ
ナ
兄
の
状
況
と
し
て
の
、
出
産
、
月
経
、
死
と
い
っ
た
綴
れ
の
状
態
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
さ
ら
に
、
日

常
生
活
そ
の
も
の
を
マ
イ
ナ
兄
の
状
況
と
す
る
と
こ
ろ
の
、
よ
り
上
位
の
聖
な
る
状
態
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
山
岳
民
瓦
拝
行
に
見
ら
れ



る
よ
う
な
神
聖
な
状
況
と
い
う
プ
ラ
ス
の
位
相
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
三
分
知
は
、波
平
恵
美
子
氏
や
桜
井
徳
太
郎
氏
に
よ
っ
て
、
ハ

レ
・
ケ
・
ケ
ガ
レ
の
構
造
と
し
て
、定
式
化
さ
れ
た
。
桜
井
徳
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
ハ
レ
に
は
プ
ラ
A

の
ハ
レ
と
マ
イ
ナ
ー
の
ハ
レ
が
あ
っ
て
、

〈

3
v

ケ
の
軸
を
中
心
に
し
て
、
百
八
十
度
転
回
す
れ
ば
、重
な
り
合
う
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
図
②
〉
。
こ
れ
ら
の
転
換
す
る
状
況
に
つ
い

て

の
桜
井
氏
の
指
摘
は
、
日
常
態
と
し
て
の
ケ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
す
る
の
で
、
ケ
ガ
レ
の
状
況
に
落
ち
、
ケ
の
活
力
を
回
復
補
強
す
る

ハ
レ
の
儀
礼
が
催
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
桜
井
氏
の
指
摘
の
通
り
、
ケ
ガ
レ
と
は
ケ
の
活
力
の
衰
退
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な

い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
し
、
ま
た
、
日
常
生
活
そ
の
も
の
を
ケ
ガ
レ
の
状
況
と

考
え
て
、
否
定
的
に
と
ら
え
る
観
念
も
あ
り
、
日
常
生
活
の
ケ
ガ
レ
を
、精
進
潔
斎
で
清
浄
に

す
る
と
い
っ
た
行
動
形
態
や
宗
教
、
民
間
信
仰
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
、
山
岳
登

拝
行
も
こ
の
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
相
指
世
情
構
成
員
の
代
表
者
と
し
て
の
山
岳

登
拝
行
が
、
輪
番
神
主
の
宗
教
行
動
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
に
日
常
生
活
を
否
定
す
る
必
要

が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
、
ケ
ガ
レ
に
対
す
る
観
念
を
、
五
島
列
島
の
キ
リ
シ

F
Y
、
こ
と
に
役
職
者
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
生
月

ハ
4
〉

れ
何
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
お
い
て
は
、
被
れ
の
観
念
は
明
確
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
拙
慣
れ
の
観
念

を
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
中
に
、
見
出
し
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
こ
と
に
、
役
職
者
が
綴
れ
を

拒
否
す
る
意
義
を
、
民
間
信
仰
の
中
に
位
置
づ
け
て
理
解
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

桜井徳太郎氏、ハレの構造

「結衆の原点」より

図2

プラスのハレ

¥ マイナスのハレ J
〆

(2) 

そ
と
め

わ
る

外

海
、
五
島
キ

リ
シ
タ
ン
の
「
惑
か
日
」

(
山
田
)



四

〈

m山
)

五
島
列
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
古
帳

・
元
帳
あ
る
い
は
、
帳
内
と
い
っ
た
名
称
で
、
自
己
の
集
団
を
呼
ん
で
い
る
。
帳
と
は
、
彼
等
が

保
持
す
る
と
こ
ろ
の
日
繰
り
(
教
会
麿
)
の
こ
と
で
あ
り
、
日
繰
り
に
し
た
が
っ
て
、
祝
祭
日
を
決
定
し
、
帳
を
保
持
し
て
い
る
阪
方
を

中
心
に
集
団
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
繰
り
は
パ
ス
テ
ヤ

γ
と
称
す
る
人
物
に
よ
っ
て
、
繰
り
方
が
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
、
多

く
は
記
号
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
帳
方
は
、
こ
の
帳
に
よ

っ
て
「
怒
か
日
」
を
繰
り
出
し
て
、
帳
内
に
連
絡
す
る
の
で
あ
る
。
悪

か
日
は
、
障
り
の
あ
る
日
の
意
味
で
あ
っ
て
、
仕
事
を
し
て
は
な
ら
な
い
日
と
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
「
コ
エ
ハ
イ
」
を
使
っ
て
は
な
ら
な

い
も
の
と
さ
れ
て
い
て
、
肥
料
に
触
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
灰
で
種
を
蒔
い
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

片
岡
弥
吉
に
よ
れ
ば
、
帳
方
は
毎
日
限
日
に
そ
の
週
の
障
り
の
あ
る
日
を
、
暦
か
ら
繰
り
出
し
て
知
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
本
来
、
帳
内

の
者
が
帳
方
の
家
に
集
ま
り
、

オ
ラ
シ
ョ
や
届
け
を
し
た
あ
と
、

帳
方
が
そ
の
週
の
、
障
り
の
日
を
繰
り
出
し
て
知
ら
せ
る
の
で
あ
っ

〈

5
v

た
。
近
年
は
集
ま
り
が
少
な
い
の
で
、
家
の
戸
口
に
熱
板
を
さ
げ
て
、
限
日
と
障
り
の
あ
る
日
を
記
し
て
知
ら
せ
る
の
だ
と
い
う。

障
り
の
日
H
悪
か
日
に
は
、

コ
エ
ハ
イ
と
か
針
仕
事
を
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
目
印
刷
日
が
大
体
、
惑
か

日
で
あ
る
と
、
奈
留
鳥
の
松
山
で
は
伝
え
て
い
る
。

肥
灰
を
使
う
こ
と
を
嫌
い、

女
の
場
合
に
は
、
針
仕
事
や
の
り
つ
け
を
避
け
る
の
で

あ
る
。
肥
は
身
か
ら
出
た
も
の
だ
か
ら
嫌
う
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
北
日
の
人
が
休
む
よ
う
に
考
え
た
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ど
う
し

ハ
6
〉

て
も
、
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
は
、
F

l
カ
イ
を
し
て
、
祈
り
を
唱
え
る
の
だ
と
さ
れ
る
。
片
阿
弥
吉
に
よ
れ
ば
、
障
り

の
日
に
禁
じ
ら
れ
て
い
る
仕
事
を
し
た
と
き
は
、

ご
後
悔
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、

「
過
ち
の
お
肪
け
」
を
す
る
と
さ
れ
て
い

〈

7
V

〈

8
〉

る
。
日
艇
に
は
、
役
職
者
(
帳
方
、
水
方
、
宿
老
H
三
役
と
呼
ぶ
)
以
外
の
者
も
肥
灰
を
扱
っ
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

日
間
附
日
を
中
心
と
し
た
仕
事
の
禁
忌
は
、

以
上
の
よ
う
な
、
①
肥
料
を
扱
う
こ
と
、
②
灰
を
扱
う
こ
と
、
③

種
を
播
く
こ
と
、
④

海
草
取
り
で
あ
る
。
ま
た
女
性
の
仕
事
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
が
、
⑤
針
仕
事
、

⑤
の
り
つ
け
で
あ
っ
て
、
こ
の
他
に
も
⑦
宮
山
を
打



〈

9
〕

つ
の
も
嫌
う
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
禁
思
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
が
付
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
通
り
肥
料
を

扱
う
こ
と
は
、
身
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
嫌
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
曜
日
以
外
に
も
、
惑
か
日
は
多
か
っ
た
。
お
帳
の
中
に

O
印
の
つ
い
て
い
る
日
が
あ
っ
て
、
こ
の
日
が
ワ

ル
カ
日
に
な

(山

)

〈

日
〉

っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
聖
人
達
の
命
日
な
ど
の
日
に
は
、
ダ
ゴ
エ
を
扱
わ
な
い
と
か
、
針
仕
事
を
し
な
い
。

ま
た
、
ア
ナ
タ
サ

〈
阻
〉

マ
(
神
H
天
主
)
の
名
前
の
出
た
日
は
、
肥
灰
は
使
わ
な
い
。

こ
う
い
っ
た
伝
承
が
あ
り
、

さ
ら
に
、
お
帳
で

「御
」
の
つ
い
た
日
は

ハ
日
〉

「
恕
か
日
」
に
な
る
と
も
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
針
仕
事
の
禁
忌
を
破
る
こ
と
は
、
「
7
ナ
タ
サ
マ
に
、

針
を
た
つ
る

ハH
H
V

こ
と
に
な
る
」
。

つ
ま
り
、
針
を
神
の
身
に
立
て
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
多
く
の
祝
祭
日
が
(
塑
人
の
記

念
な
ど
の
〉
、
仕
事
を
休
む
日
と
し
て
意
識
さ
れ
、
禁
忌
を
犯
す
こ
と
は
、

神
へ
の
口
演
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

〈
悶
〉

の
祝
日
の
内
、
あ
る
帳
方
の
記
録
に
残
さ
れ
、
理
解
し
て
い
る
も
の
を
列
記
し
て
み
よ
う。

一
一
月
一
六
日

八
日

三
月
五

月

九

日

五
月
一
八
日

六

月

五

日

七

月

一

日

九
月
三
O
日

一
日

0 
月

御
つ
げ
の
中
日

か
な
し
み
の
上
り

さ
か
ら
ベ
ん
と
う
様

さ
ん
ぢ
れ
ん
様

御
七
人
様

雪
の
さ
ん
た
丸
や
様

も
ろ
も
ろ
の
人
ば
い
と
日

と
む
ら
い
日

五

〈

m出
〉



(
引
)

御
か

い
さ
ん
日

御
た
ん
生
、
し
も
月
の
入

こ
れ
ら
の
祝
祭
日
の
名
称
は
、
そ
の
音
の
転
枇
と
意
味
の
忘
却
と
い
う
理
由
か
ら
、
本
来
の
教
会
麿
か
ら
は
る
か
に
逸
脱
し
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
、
仕
事
の
禁
忌
と
い
う
形
式
で
伝
承
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
見
て
き
た
、
障
り
の
目
、
恕
か
日
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
現
在
も
行
な
わ
れ
る
日
脳
及
び
大
祝
日
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
こ
の
惑

か
日
の
伝
承
に
つ
い
て
、

一
オ
ラ
シ
ョ
本
中
に
、
次
の
文
誌
が
あ
る
。

月

一一日

一
一
月
二
五
日

ド
ミ
ニ
カ

イ
ワ
イ
ピ
ノ

コ
ト

ダ
イ
ナ
ル

ド

ミ

ユ

カ

ノ

ヒ

ハ

、

ア

ニ

マ

ニ

ク

シ

ン

タ
λ

カ
ル
タ
メ
、

y
ト
メ
ヲ
ナ
兄
コ
ト
、
タ，タ一
γ
、

コ
ノ
ヒ
ハ

、

ヒ
ル
ヨ
リ
、
カ
七

ギ

ニ

ツ

F
コ
ト
、
ゴ
パ

λ

ク
ワ
ト
、

ス
ピ
リ
ト
サ

γ
ト
ノ
、

7
7
F
J
F
リ
ト
、
ヲ
ン
ア
ル
ヂ
ノ
、
ゴ
タ
ン
ジ
ョ
ト
、
サ
γ
タ
丸
ヤ

ノ

ゴ

上

天

、

コ
ノ
四
カ
ニ
チ
ハ

、

ア
サ
カ
ラ
バ
ン
マ
デ
、

ツ
ト
メ
ヲ
サ
サ
ゲ
タ
テ
マ
ツ
リ
、

サ
ン
カ
イ
ノ
カ
セ
ギ
、

ユ
ル
シ
ナ

ー
、
カ
ナ
ラ
ズ
マ
モ
ル
ベ
シ

と
い
う
の
で
あ
る
。
田
北
耕
也
は
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
現
代
語
に
訳
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
日
曜
日
は
霊
魂
、
肉
身
の
救
い
の
た
め
、
祈
り
を
為
す
こ
と
、
但
し
此
日
は
昼
よ
り
稼
ぎ
に
つ
く
こ
と
。
復
活
祭
と
壁
笠
降
臨
と
主

の
御
誕
生
と
聖
母
マ
リ
ヤ
の
被

M
夫
、
こ
の
四
日
は
羽
か
ら
娩
ま
で
祈
り
を
跨
げ
奉
り
、

山
海
の
稼
ぎ
の
許
可
な
し
、

必
ず
守
る
ベ

し」

門
出
〉

と
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
、
キ
リ
λ

ト
教
(
カ
ト
リ
ッ
ク
)
の
安
息
日
の
思
想
が
、
そ
の
ま
ま
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
回
北
耕
也
は
、
こ

の
オ
ラ
シ
ョ
本
の
記
述
を
、
祝
日
の
守
り
方
を
過
誤
な
く
伝
承
し
て
き
た
証
拠
と
し
て
あ
げ
て

ノ



(げ
)

い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
資
料
が
、
復
活
信
者
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
設
か
れ
た
の
が
大
正
九
年
で
あ
る
か
ら
、
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
再
布
教
以
後
の
も
の
で
あ
っ
て
、
再
布
教
に
よ
る
彩
轡
が
な
い
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
仕
事
の
禁
忌
が
、
安
息
日

の
伝
承
で
あ
る
と
い
う
に
は
、
不
充
分
な
論
拠
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
は
、
仕
事
の
禁
忌
を
、
悪
か
日
と
し
た
意
識
を

と
り
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

肥
灰
の
禁
忌
を
、
二
つ
の
側
面
か
ら
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
付
肥
灰
を
不
浄
と
す
る
意
識
、
H
H
仕
事
の
禁
忌
の
行
な
わ
れ

る
日
H
悪
か
臼
と
す
る
意
識
の
二
点
で
あ
る
。
本
来
、
祝
祭
日

・
日
限
と
い

っ
た
日
は
、
神
に
捧
げ
ら
れ
た
日
で
あ
り
、
神
聖
な
日
と
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
潜
伏
し
た
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
は
、
こ
の
祝
祭
日
や
日
限
は
、
仕
事
を
し
て
は
怒
か
日

、
、、

と
し
て
、
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

他
の
週
日
や
、
祝
祭
日
以
外
の
日
は
、
仕
事
を
し
て
良
い
日
H
良
か
日
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
本
来
の
祝
祭
日
と
し
て
の
意
義
が
不
明
確
な
も
の
と
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
良
か
日
、
悪
か
日
と
い
う
側
面
、
す
な
わ
ち
仕
事
の

禁
忌
こ
そ
が
強
調
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
潜
伏
の
た
め
の
便
宜
的
な
制
度
が
、
定
着
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
、
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
肥
灰
、
針
仕
事
と
い
う
代
表
的
な
も
の
が
強
調
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

肥
は
、

肥
料
を
使
う
こ
と

や
、
下
肥
を
汲
む
こ
と
な
ど
で
、

一
般
に
時
慣
れ
た
仕
事
と
さ
れ
る
。
祭
の
当
屋
を
つ
と
め
る
、
年
番
神
主
な
ど
が
、
肥
料
に
触
れ
た
り
し

な
い
と
い
う
禁
思
も
ま
た
よ
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
灰
H
種
蒔
も
神
聖
な
、
祭
の
日
な
ど
に
は
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
地

方
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
針
の
使
用
に
つ
い
て
も
、
金
物
を
嫌
う
と
い
う
伝
承
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
日
本

〈国
〉

の
信
仰
、
禁
忌
に
由
来
し
て
い
る
と
言一
え
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仕
事
の
禁
忌
は
安
息
日
の
定
着
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、
む

〈凹
)

し
ろ
、
民
間
信
仰
に
由
来
し
、
安
息
日
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
と
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
仕
事
H
日
常
生
活
を
綴
れ
と
す
る
思
考
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う。

そ
こ
で
、
前
述
し

七

〈

ω)
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た
資
料
〈
伝
承
)
の
中
で
、
ハ
円
祝
祭
日
の
針
仕
事
は
ア
ナ
タ
サ
マ
に
針
を
た
て
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、
。
肥
は
身
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る

か
ら
綴
れ
て
い
る
こ
と
の
二
点
が
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
付
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
、
安
怠
日
の
定
着
し
た
も
の

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
針
仕
事
が
ま
た
、
も
っ
と
も
日
常
的
で
あ
り
、
欠
か
せ
な
い
仕
事
で
あ
っ

た
こ
と
も
想
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
日
常
的
な
営
み
を
捨
て
去
る
こ
と
こ
そ
重
要
で
あ
っ

た
と
も
言
え
よ
う。

そ
の

こ
と
は
、
さ
ら
に
∞
の
点
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

肥
は
、
作
物
の
育
成
に
と
っ

て
、
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
現

世
的
な
価
値
か
ら
は
、
こ
れ
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
肉
身
の
救
か
り
で
は
な
く
、
ア
ニ

マ
(
霊
魂
)
の
救
か
り
を
求
め
て

い
る
と
こ
ろ
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
は
、
身
か
ら
出
る
と
こ
ろ
の
織
れ
に
触
れ
る
こ
と
を
捨
て
去
っ
て
、
被
れ
を
雌
れ
る
こ
と
が
優
先

し
た
の
で
あ
る
。

〈
何
回
)

こ
れ
ら
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
外
海
地
方
や
五
島
列
島
の
キ
リ
シ

p
y
に
と
っ
て
は
、
日
常
生
活
の
中
で
の
重
要
な
部
分
を
し
め

て
い

る
、
政
作
業
の
肥
料
を
扱
う
こ
と
や
、
灰
(
時
閣
時
)
を
す
る
こ
と
、
及
び
針
仕
事
な
ど
は
、
制慣れ
た
こ
と
と
さ
れ
、
帳
方
の
指
摘
す
る
、

悪
か
日
に
は
、
こ
れ
ら
の
仕
事
を
避
け
て
、
身
を
慎
し
む
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
織
れ
を
避
け
る
こ
と
が
、
ア
ニ
マ

(
軒
並
魂
)
の
救
い
に
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
れ
ら
の
被
れ
の
観
念
は
、
カ
ト
リ
て
ス
ム
本
来
の
も
の
と
す
る
よ
り
も
、

日
本
の
民
間
信
仰
と
の
習
合
の
上
に
な
る
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
惑
か
日
に
は
肉
を
食
べ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
伝
承
も
ま
た
、
知
ら
れ
て
い
る。

こ
と
に
復
活
祭
前
の
四
句
節
を
、
悲
し

み
と
呼
ん
で
い
る
。
四
旬
節
の
始
ま
り
が
、
悲
し
み
の
入
り
で
あ
っ
て
、
復
活
祭
が
悲
し
み
の
上
が
り
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
期

間
は
、
肉
を
食
べ
で
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
奈
留
町
の
松
山
で
は
、
餅
も
卵
も
食
べ
ず
に
、
身
を
依
し
む
も
の
と
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
由
来
を
、
奈
留
町
の
矢
神
で
は
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。



「デ
オ
凡
さ
ま
は
カ

ル
ワ
リ
ヨ
淑
で
往
生
さ
れ
た
が
、

-ハ
プ
ロ
が
山
に
一
度
逃
げ
た
。
こ
の
時
罪
人
ど
も
が
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
岡
綱

を
立
て
て
捕
え
よ
う
と
し
た
。
そ
の
と
き
猪
や
烏
に
化
け
て
逃
れ
た
(
そ
れ
で
肉
は
「
惑
か
日
」
に
は
食
べ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
)
。
」

(中
略
〉

「悲
し
み
の
う
ち
は
肉
類
や
卵
を
食
べ
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
拷
問
に
か
け
ら
れ
て
い
る
四

O
数
日
間
に
は
餅
な
ど
拘
か
せ
な

か
っ
た
。
悲
し
み
の
中
の
日
に
は
御
神
酒
を
供
え
て
「
昼
御
歌
」
の
お
経
を
あ
げ
る
。
」

ハ
却
)

復
活
祭
に
は
、
品
川
を
供
え
、
制
問
や
卵
で
さ
え
も
食
べ
る
の
で
あ
る
。

カ
ト
リ
ァ

P
の
教
義
が
、
誤
り
少
な
く
伝
え
ら
れ
た
事
例
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
伝
承
が
由
来
を
諮
る

も
の
と
さ
れ
、
禁
忌
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
的
な
定
着
の
結
果
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
怒
か

日
の
意
義
と
と
も
に
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

(3) 

五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
役
職
者
と
綴
れ

恕
か
日
の
内
、
日
隔
日
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
守
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
他
の
祝
祭
日
に
つ
い
て
は
、

必
ず
し
も
全
員
が
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
多
く
の
祝
祭
日
に
、
肥
や
灰
を
扱
わ
な
い
の
は
、

三

〈
剖
〉

役
、
す
な
わ
ち
帳
方

・
水
方

・
宿
老
と
い

っ
た
名
称
で
呼
ば
れ
る
三
人
の
役
職
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
本
来
全
員
が
守
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
仕
事
を
休
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
次
第
に
、
役
職
者
の
み
に
限
定
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
う
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
で
は
、

悪
か
日
を
厳
密
に
守
ろ
う
と
す
る
者
は
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
役
職
者
は
恕
か
日
を
守
ら
さ
る
を
得
な
い
者
と
認
識
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
役
職
者
が
、
サ
ズ
ケ
(
洗
礼
)
や
葬
送
儀
礼
の
執
行
者
で
あ
っ
て
、
神
型
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら

L
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な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
役
験
者
は
信
仰
上
の
指
導
者
で
あ
り
、
司
祭
者
で
も
あ
る
。
帳
方
の
家
を
中
心
と
し
て
、
悪
か
日
の
儀
礼
が
行

な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

奈
留
町
の
松
山
で
は
、

正
月
元
旦
が
ハ
ツ
ハ
ギ
と
い
っ
て
、
生
き
た

(
生
き
て
い
る
の
窓
)
人
が
無
事
を
祈
る
願
立
て
の
行
事
が
あ

(n
v
 

る
。

大
晦
日
、

歳
の
晩
は
臥
.
ほ
と
き
(
阪
を
ほ
ど
く
)
と
い
っ
て
、
帳
方
に
集
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
祈
年
の
行
事
で
さ
え

も
、
帳
方
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
役
職
者
は
祈
絡
の
能
力
を
有
す
る
者
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

外
海
の

来四位
山
の
オ
ラ
シ
ョ
に
は
、
次
の
一
文
が
あ
る
。

「
そ
こ
立
の
け
大
天
狗

此
物
は
矧
引
引
捌
の
御
み
こ
と
ば
を
以
て
と
ふ
る
ぞ
刻
削
刈
剖
剥
引
」

{忽
}

と
い
う
「
ま
は
ら
い
(施
は
ら
い
と
の
祈
様
で
あ
る
。
ま
た
、
「
天
狗
し
き
」
と
称
す
る
の
も
、
こ
れ
と
同
様
の
文
章
で
あ
る
。
奈
留
町

の
松
山
で
は
、
天
狗
し
き
は
、
座
に
つ
い
た
と
き
(
帳
方
の
集
ま
り
の
と
き
の
座
〉
に
座
を
清
め
る
た
め
の
経
文
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
唱
え
る
の
も
役
職
者
で
あ
り
、
こ
と
に
、
帳
方
の
役
割
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
種
々
の
ま
じ
な
い
の
オ
ラ
シ
ョ
も
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

ヤ
ケ
ド
ノ
マ
ジ
ナ
イ

シ
モ
バ
シ
ラ
、

コ
l
リ
ノ
ハ
リ
ニ
ユ
キ
ノ
ケ
夕
、
ア
ラ
レ
ノ
タ
ル
キ
ツ
ユ
ノ
フ
キ
グ
サ

F

Y
ノ
マ
ジ
ナ
イ

東
山
コ
l
サ
ガ
タ
ニ
ノ
、
タ
ン
カ
ズ
ラ
、
ネ
一
ヲ
キ
Y

テ
ハ
ヲ
カ
ラ
ス
、

ハ
ヲ
キ
ッ
テ
ネ
ヲ
カ
ラ
見
ア
ン
メ
ン
上
九

唱
え
る
呪
文
は
、
意
味
も
明
確
で
な
い
が
、
こ
主
い
っ
た
、
病
気
の
治
療
な
ど
も
職
分
と
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
ら
の
呪
文
を
記
憶
し
て
い
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
帳
方

・
水
方
は
ま
た
、
新
し
い
家
や
舟
に
魂
を
入
れ
る
祈
協
も
行
な
い
、



(田
〕

四
つ
祝
と
い
っ
た
子
供
の
成
長
の
祝
さ
え
も
行
な
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
雨
乞
い
の
共
同
祈
願
の
呪
文
も
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
如
く
、
三
役
と
呼
ば
れ
る
役
職
者
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
生
活
全
体
に
つ
い
て
の
宗
教
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
わ
け
で
あ

る
。
そ
れ
だ
け
に
、
役
職
者
は
、
身
の
織
れ
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
と
に
、
サ
ズ
ケ
(
洗
礼
)
は
、
葬
送
儀
礼
と
と
も

に
、
ア
ニ
7

(

露
魂
)
の
救
い
の
た
め
に
最
も
重
要
視
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
身
の
臨
慣
れ
を
除
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。

つ
の
An

サ
ズ
ケ
は
角
欠
ぎ
と
も
言

っ
て
、
神
仏
に
か
か
わ
ら
ず
、
女
の
胎
内
か
ら
生
ま
れ
て
、
洗
わ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
鬼
と

〔描
)

一
緒
で
角
が
は
え
て
い
る
の
で
、
角
を
務
と
す
の
だ
と
一一
言
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
間
と
し
て
の
生
命
を
得
る
た
め
に
、
必
要
な
こ

〈訂
〉

と
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
サ
ズ
ケ
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
は
、
帳
方
水
方
と
ダ
キ
オ
ヤ
(
子
を
抱
い
て
、
サ
ズ

ケ
を
受
け
さ
せ
る
)
は
、
サ
ズ
ケ
の
行
な
わ
れ
る
日
の
靭
に
、
身
体
を
浄
め
る
た
め
に
風
呂
に
入
る
。
風
呂
に
入
っ
た
後
は
、
小
川
正
を
し

て
も
い
け
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
サ
ズ
ケ
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
サ
ズ
ケ
を
し
て
か
ら
一
週
間
は
、
下

(掴
u

肥
も
使
え
な
く
な
る
。
ま
た
、
カ
ラ
ツ
サ
と
い
う
オ
ラ

γ

ョ
を
毎
日
、

一
七
遍
唱
え
る
の
で
あ
る
。

福
江
市
観
音
平
で
は
、
風
呂
に
入
る
と
、
ご
ざ
を
敷
い
て
、
ご
ざ
の
上
に
清
潔
な
身
体
の
ま
ま
上
り
、
特
別
に
、
サ
ズ
ケ
な
ど
の
儀
式

の
と
き
に
使
う
着
物
を
着
る
の
で
あ
る
。
以
前
は
羽
織
を
若
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ダ
ゴ
エ
に
は
触
れ
ず
、
肉
類
、
鶏
肉
、
卵
は
食
べ
て

(
四
〕

は
な
ら
な
い
し
、
女
性
に
も
触
れ
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
サ
ズ
ケ
を
行
な
う
、
帳
方
や
水
方
の
役
職
者
は
、
そ
の
た
め
に
被
れ
を
払
い
、
サ
ズ
ケ
を
終
え
た
後
、

一
週
間
と
い
う

も
の
は
、

被
れ
た
も
の
に
触
れ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

被
れ
に
触
れ
る
こ
と
は
、

サ
ズ
ケ
の
効
果
を
失
わ
せ
る
も
の
に

な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
も
、

一
切
の
綴
れ
か
ら
、

一
週
間
は
遠
ざ
か
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
前
項
で
論
じ
た
よ
う
に
、

日
常
生
活
の
綴
れ
、
言
い
か
え
れ
ば
、
綴
れ
の
あ
る
日
常
生
活
か
ら
離
れ
て
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(
山
山
)



(

お

)

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
考
え
ら
れ
て
い
る
、
織
れ
は
前
項
で
論
じ
た
被
れ
と
同
様
の
肥
料
、
肉
食
と
、
そ
れ
に
加
え
て
、
女
性
に
触
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
身
か
ら
出
る
綴
れ
は
、
こ
こ
で
も
忌
避
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
サ
ズ
ケ
を
受
け
る
子
ど
も
が
小
使
を
す
る
の
も
避

け
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
肉
食
も
嫌
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
女
性
に
触
れ
る
こ
と
の
禁
忌
が
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
宗

教
的
役
割
を
来
す
者
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
役
割
を
果
す
、
役
職
者
が
サ
ズ
ケ
に
あ
た
っ
て
、
清
浄
な
存
在
と
し
て
、
極
々
の
織
れ

を
浄
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
役
職
者
は
、
そ
の
他
の
種
々
の
機
会
に
お
い
て
も
、
織
れ
を
払
う
こ
と

が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
集
団
の
衰
退
と
と
も
に
、
織
れ
の
意
識
は
薄
れ
て
き
て
い
る
。
こ
と
に
、

一
般
の
信
者
は
、
役
職
者
に
被
れ
を
払

う
役
割
を
依
縮
刷
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
場
合
、
産
と
死
の
被
れ
は
き
し
て
意
識
さ
れ
な
い
。
そ
れ

は
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
の
中
で
、
サ
ズ
ケ
と
葬
送
儀
礼
が
重
要
な
位
置
に
あ
る
か
ら
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
役
職
者
の
綴
れ
も
、

日
常
生
活
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
綴
れ
を
除
き
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
隠
れ
キ

リ
シ
タ
ン
の
役
職
者
は
、
そ
の
役
割
の
故
に
、
日
常
生
活
の
絞
れ
を
捨
て
、
精
進
潔
斎
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
精
進

を
代
行
す
る
も
の
と
し
て
、
尊
崇
さ
れ
て
き
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

(4) 

L
-
e
っ
き

生
月
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
織
れ

生
月
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
五
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
よ
う
な
日
繰
り
を
有
し
な
い
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
組
織
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
「
ツ
モ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
家
で
、
納
戸
神
と
称
し
て
、
聖
像

・
壁
画

・
諸
信
仰
具
を
保
持
し
、

守
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
つ
て
は
、



納
戸
に
こ
っ
そ
り
と
秘
し
て
お
い
て
、
外
に
も
ら
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
洗
礼
を
授
け
る
「
授
け
役
」
が
あ
っ

て
、
こ
ち
ら
も
人

々
に
洗
礼
を
授
け
る
他
に
、
種
々
の
行
事
に
参
加
し
、
指
噂
者
と
し
て
の
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
っ
た
。
日
繰
り
が
な
い
の
で
、
キ
リ
シ

タ
ン
の
諸
行
事
は
、
年
中
行
事
化
が
進
ん
で
い
て
、
五
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
よ
う
に
帳
方
に
よ
っ
て
繰
り
出
す
と
い
っ
た
こ
と
も
行
な
わ

ど
ょ
う

uaF

れ
な
い
。
し
か
し
、
監
要
な
祝
祭
日
に
つ
い
て
は
、
土
用
中
の
キ
キ
合
せ
と
称
し
て
、
各
ア
モ
ト
が
輪
番
で
ヤ
ド
を
つ
と
め
て
、
会
合
を

ふ
れ

聞
き
、
日
ど
り
を
決
定
す
る
。

生
月
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
各
触
ハ
部
落
)
毎
に
、
「
授
け
役
」
が
あ
り
、

そ
の
下
に

「
つ
も
と
」
が
統
僻

さ
れ
て
い
る
。
「
つ
も
と
」
は
固
定
し
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
神
と
と
も
に
移
動
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
つ
も
と
の
下
に
、

コ
γ
パ

γ
ヤ

(
小
組
)
が
あ
り
、
総
額
を

「
み
弟
子
」
と
称
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の

「授
け
役
」
「
つ
も
と
」
「
み
弟
子
」
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
組

円
四
)

織
の
基
本
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
役
職
者
が
集
ま
る
機
会
は
さ
し
て
多
く
は
な
い
。

四
月
の
中
間
割
、
占
ハ
ヵ
所
寄
り
と
称
し
て
、
授
け
役
、
つ
も
と
、
み
弟
子
な

ど
が
全
員
集
ま
り
、
ヤ
ド
を
と
っ
て
、
「
野
立
ち
」
と
称
し
て
、
水
の
出
る
場
所
や
三
又
路
で
、
お
守
り
を
切
り
、

サ
ン
ジ
ュ
ワ

γ
様
の

水
を
か
け
る
。
ま
た
、
大
一旦
を
無
く
い
っ
て
、
納
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
け
が
な
ど
し
や
す
い
、

三
叉
路
の
よ
う
な
場
所
ゃ
、
腹
あ

た
り
に
な
り
や
す
い
、
水
の
あ
る
場
所
を
対
象
と
し
て
行
な
う
も
の
な
の
で
あ
る
。

厄
払
い
や
清
め
の
た
め
の
行
事
と
考
え
る
こ
と
も
で

〈
剖
》

き
る
の
で
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
、
呪
術
的
な
能
力
を
役
職
者
が
持
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
行
事
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
行
事
は
役
職
者
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
一
般
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
参
加
し

な
い
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
縦
は
仕
事
を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
下
肥
や
針
仕
事
は
嫌
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
五
ぬ
の
キ
リ
シ
タ
y
と
肉
織
で
あ
る
。
年
の
れ
の
日
縦
に
は
、
ド
メ
イ
ゴ
祝
い
と
も
呼
ぶ
、
マ

ヤ
追
い
こ
み
を
や
っ
た
。
紙
で
十
字
形

の
も
の
を
切
っ
て
、
馬
や
牛
に
食
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
ご
誕
生
も
、
冬
至
の
前
の
日
闘
が
あ
て
ら
れ
る
の
で
、
カ
ト
リ
ヅ
ク
の
よ
う
に
、

〔
山
例
)



四

(
幻
)

日
が
決
っ
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
日
限
日
は
重
視
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、

一
般
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
仕
事
を
休
む
の
は
、
五
島

列
島
の
場
合
と
同
様
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
役
職
者
は
、
は
る
か
に
多
く
の
機
会
に
、
仕
事
を
休
ん
で
、
役
目
を
巣
す
必
要
が

あ
る
。こ

と
に
、
「
授
け
役
」
は
洗
礼
を
施
す
の
で
、
心
身
を
消
滞
に
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
界
目
で
は
、
水
授
け
は
符
月
と

二
月
に
行
な
わ
れ
る
。

一
週
間
前
に
依
頼
が
あ
る
と
、
そ
れ
以
後
は
、
授
け
役
(
お
じ
い
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
〉
は
牛
を
使
っ
た
り
、
肥
柄

〈沼
)

を
扱
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
壱
部
で
は
お
授
け
の
籾
ま
で
、

一
週
間
水
を
か
ぶ
り
、
身
体
を
ふ
か
ず
に
着
物
を
若
た
。
ま

ハお
〉

た
、
被
れ
る
と
さ
れ
て
、
下
着
も
っ
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
授
け
役
は
、
日
常
生
活
で
も
、

諸
種
の
禁
忌
が
線
せ
ら
れ
た
。
界
自
で

は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
守
ら
れ
た
。
①

大
小
伎
を
か
け
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
孫
を
背
負
っ
た
り
、
か
ら
か
っ
た
り
し
て
は
な

ら
な
い
。

ま
た
、

お
し
め
に
直
接
手
を
触
れ
て
は
な
ら
ず
、
竹
で
扱
う
。

②

物
の
ほ
し
て
あ
る
竹
竿
の
下
を
く
ぐ
っ
て
は
い
け
な

い
。
③
鶏
卵
は
尻
か
ら
出
た
も
の
で
不
浄
と
さ
れ
、
ね
ぎ
は
直
接
に
肥
を
か
け
る
か
ら
不
浄
と
考
え
ら
れ
、
と
も
に
食
べ
で
は
な
ら
な

(担
》
い
。
こ
れ
ら
の
禁
忌
が
、
日
常
生
活
の
中
で
守
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
授
け
を
す
る
前
の
数
日
間
は
性
的
関
係
も
厳
禁
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
外
出
の
際
は
、
授
け
役
は
必
ず
杖
を
つ
い
て
歩
く
。
こ
れ
が
授
け
役
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
道

を
譲
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る。

ま
た
、
授
け
役
は
格
式
が
あ
っ
て
、
人
の
後
ろ
を
通
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
人
の
下
に
も
座

れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
授
け
役
に
は
、
種
々
の
禁
忌
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
下
肥

・
牛

と
い
っ
た
、

人
間
の
排
せ
つ
物
に
関
す
る
綴
れ
を
避
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

授
け
に
際
し
て

は
、
こ
れ
ら
の
禁
忌
が
強
化
さ
れ
て
、
水
を
か
ぶ
っ
て
身
を
潔
め
る
必
要
が
あ
り
、
自
分
の
下
着
さ
え
も
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
女

性
に
触
れ
る
こ
と
は
、
ま
た
、
こ
の
地
方
で
も
、
授
け
な
ど
の
役
目
に
際
し
て
は
厳
禁
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
被
れ
と
さ
れ
て
い
た
。
以
上



の
授
け
役
に
つ
い
て
の
禁
思
及
び
拙
慣
れ
の
観
念
は
、
五
円削
列
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
五
島
列
ぬ
で
は
、
役
職
者
以

外
の
〆
キ
オ
ヤ
も
、
陪
慣
れ
を
去
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う。

役
職
者
の
禁
忌
に
つ
い
て
は
、
む

し
ろ
、
生
月
の
場
合
の
方
が
厳
重
で
は
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
授
け
役
に
つ
い
て
の
み
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
、
そ
の
他
の
つ
も
と
を

あ
ず
か
る
御
番
役
ゃ
、
御
弟
子
も
含
め
た
、
役
職
者
全
体
に
つ
い
て
、
諸
積
の
行
事
や
伝
承
の
中
か
ら
、
と
り
上
げ
て
み
よ
う。

正
月
四
日
と
三
月
四
日
の
二
問
、
ゴ
ジ
ン
キ
ン
と
称
す
る
行
事
が
行
な
わ
れ
た
。

現
在
は
正
月
四
日
の
み
一
向
だ
け
行
な
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
役
職
者
が
、
各
信
者
の
家
を
廻

っ
て
、
ヤ
パ
ラ
イ
を
す
る
の
で
あ
る
。
十
字
の
形
に
紙
を
切
っ
た
お
守
り
、
オ
カ
ミ
サ
マ

(
御
神
体
〉
、
サ
ン
ジ
ュ
ワ
ン
様
の
水
、
オ
テ

γ
ベ
γ
シ
ャ
と
呼
ぶ
麻
で
四
六
本
の
縄
を
編
ん
だ
も
の
を
持
っ
て
、
各
家
に
行
き
、
ヤ
パ
ラ

イ
を
す
る
。
お
守
り
は
家
抜
の
分
だ
け
渡
し
、
病
気
な
ど
に
飲
む
の
で
あ
る
。
御
番
役
は
、
オ
カ
ミ
サ
マ
を
箱
に
入
れ
て
抱
く
、
ま
た
サ

γ
ジ
ュ
ワ
ン
様
の
水
を
持
つ
。
こ
の
た
め
に
、
水
を
か
ぶ
っ
て
身
を
潔
め
る
必
要
が
あ
る
。
各
家
で
は
、
山
の
も
の
、
海
の
も
の
な
ど
を

料
理
し
て
待
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ゴ
ジ
ン
キ
Y

の
際
に
は
、
水
を
か
ぶ
っ
て
身
を
潔
め
る
の
で
あ
る
。

神
聖
な
も
の
を

抱
く
の
で
あ
り
、
日
常
生
活
と
は
異
な
っ
た
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

正
月
二
日
に
は
、
餅
な
ら
し
と
称
す
る
行
事
が
行
な
わ
れ
た
。
信
者
の
家
か
ら
、
鏡
餅
が

一
つ
ず
つ
、
役
職
者
(
御
番
役
)
の
家
に
集

め
ら
れ
る
。
サ
ン
ジ
ュ
ワ
ン
機
の
水
を
箸
で
つ
け
る
。
こ
れ
を
み
弟
子
が
持
っ
て
知

っ
て
、
各
戸
に
配
る
の
で
あ
る
。
各
家
で
は
、
こ
れ

を
保
存
し
て
お
い
て
、
病
気
の
時
な
ど
に
焼
い
て
食
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
サ
ン
ジ
ュ
ワ
ン
様
の
水
で
餅
を
、
神
聖
な
も
の
に
す
る

と
い
う
窓
識
が
働
い
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
サ
ン
ジ
ュ
ワ

γ
様
の
水
と
は
、
生
月
島
と
平
戸
の
聞
に
浮
ん
で
い
る
中
江
ノ
島
と
い
う
小
さ

な
島
の
生
月
島
に
面
す
る
岩
棚
の
中
腹
か
ら
、
水
が
湧
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
持
ち
帰
っ
て
、
保
存
し
て
お
い
て
、
儀
式
の
際
に

使
用
す
る
の
で
あ
る
。
中
江
ノ
島
は
殉
教
者
の
ぬ
と
さ
れ
て
い
て
、
殉
教
者
が
殺
さ
れ
た
神
聖
な
場
所
か
ら
、
こ
の
サ
ン
ジ
ュ
ワ
ン
の
水

五

(
位
)



一六

が
湧
い
て
く
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
水
が
、
授
け
や
ゴ
ジ
ン
キ
γ
、
餅
な
ら
し
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
水
を
汲
む
に
は
、
で
き
る
だ
け
新
進
の
船
で
行
っ
た
の
で
あ
り
、
新
造
船
が
で
き
る
と
そ
の
船
で
出
か
け
て
行
っ
て
、
波
ん
で
き

た
の
で
あ
る
。

何
年
た
っ
て
も
、
こ
の
水
は
変
ら
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
岩
の
聞
か
ら
、
ほ
ん
の
少
し
ず
つ
し
か
出
て
い
な
い
が
、

こ
れ
を
び
ん
で
受
け
て
く
る
の
で
あ
る
。
女
性
が
行
く
と
水
の
出
が
怒
く
な
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
し
、
ま
た
、
船
を
潔
め
に
行
く
と
き

に
は
、
少
な
く
と
も
、
三
目
前
か
ら
水
を
か
ぶ
っ
て
身
を
潔
め
、
そ
の
問
、
女
の
人
に
触
れ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

サ
ン
ジ
ュ
ワ
ン
様
の
水
を
汲
む
た
め
に
、
水
を
か
ぶ
っ
て
身
を
潔
め
、
女
性
に
触
れ
な
い
と
い
う
禁
忌
が
守
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
や
は
り
、
日
常
生
活
の
綴
れ
を
断
つ
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
サ

γ
ジ
ュ
ワ
ン
様
の
水
は
、
納
戸
神
同
様
(
納
戸

神
と
と
も
に
納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
が
)
神
聖
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
接
す
る
た
め
の
禁
忌
が
守

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

〈
創
〉

と
こ
ろ
で
、
納
戸
神
に
接
す
る
場
合
に
も
、
ゴ
ジ

γ
キ
ン
に
見
る
よ
う
に
、
被
れ
を
潔
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
赤
不
浄
(
産

・
月
経
)
、
然
不
浄
(
死
)
の
場
合
の
処
置
を
見
て
み
よ
う
。
納
戸
神
が
世
制
捜
で
保
持
さ
れ
て
き
た
増
山
隼
士
口
家
の
場
合
に
は
、

牛
の
お

産
の
時
に
二
J
一
一
一
日
間
は
供
え
物
を
納
戸
神
に
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
他
に
紀
っ
て
い
る
大
神
宮
や
お
大
師
様
も
避
け
る
の
で
あ
る

か
ら
、
特
別
に
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
m照
不
品
開
(
死
)
は
嫌
わ
な
い
と
い
う
の
で
、
こ
れ
も
、
さ
し
て
強
〈
意
識
さ
れ

て
は
い
な
い
。
ま
た
み
弟
子
に
な
る
場
合
に
は
、
お
産
の
場
合
は
遠
慮
す
る
が
、
月
の
も
の
は
言
わ
な
い
と
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
祭
の

当
屋
な
ど
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
生
月
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
は
、
被
れ
と
は
日
常
生
活
の
中
で
、
身
か
ら
出
る
下
肥
な
ど
が
中
心
で
あ
っ
て
、
産
や

死
に
つ
い
て
の
強
い
帥
慣
れ
は
怠
織
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
の
場
合
、
五
ぬ
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
同
様
の
嬰
索
が
あ
る
が
、



む
し
ろ
、
役
職
者
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
ゴ
ジ
ン
キ
ン
、
餅
な
ら
し
等
に
見
ら
れ
る
、
役
職
者
の
活

動
の
職
業
化
の
傾
向
か
ら
出
て
く
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
生
月
で
は
、
神
宮

・
僧
侶

・
民
間
宗
教
者
と
し
て
の
ホ

l

ニ
ン
等
の
宗

教
活
動
が
あ
り
、
そ
の
中
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗
教
家
同
様
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

(5) 

キ
リ
シ

タ

ン
に
お
け
る
綴
れ

キ
リ

μ
タ
γ
の
抽
慣
れ
の
観
念
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
、
肥
灰
の
使
用
と
い
っ
た
郎
分
に
つ
い
て
の
否
定
と
い
う
形
態
で
表
現
さ
れ
て

い
る
。
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
の
例
で
見
た
よ
う
に
、
出
産
や
死
の
被
れ
と
い
う
点
は
、
き
し
て
強
-調
さ
れ
な
い
し
、
日
本
の
民
間
信
仰
一
般

よ
り
も
弱
い
意
識
し
か
有
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

日
常
生
活
を
織
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
で
、

日
常
生
活
を
被
す
で
あ
ろ

う
、
出
産
や
死
さ
え
も
、
無
視
す
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

出
産
や
死
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
儀
礼
の
中
で
、
最
も
重
要
な
も
の
な
の
で

あ
っ
て
、
こ
れ
を
キ
リ

γ
F
γ

の
役
職
者
が
否
定
的
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
よ
り
神
聖
な
存
在
の
前
で
、
日
常
生
活

の
織
れ
と
同
列
祝
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
授
け
こ
そ
が
キ
リ
シ
タ
ン
を
キ
リ
シ
タ
ン
た
ら
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

故
に
、
授
け
役
は
料
進
潔
寸前
を
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る。

キ
リ
シ
タ
ン
の
役
職
者
は
、
授
け
を
受
け
る
者
や
、
そ
の
肉
親
達
に
代
っ
て
、

精
進
潔
斎
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
で
は
、
精
進
潔
斎
後
の
清
浄
さ
を
説
明
す
る
妥
当
な
言
獲
が
な
い
。
清
浄
さ
を
犯
さ

れ
た
状
態
と
し
て
の
綴
れ
と
い
う
言
葉
が
全
て
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
被
れ
と
い
う
状
況
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
日
常
生

活
の
レ
ベ
ル
(
俗
)
と
、
よ
り
明
確
な
、
被
れ
の
レ
ベ
ル
と
の
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
に
お
い
て
は
「
俗
」
の

レ
ベ
ル
こ
そ
が
、
被
れ
た
状
態
と
し
て
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る。

七

(mu 
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(

乃

)

註

(
1
〉
筆
者
昭
和
五
三
年
八
月
調
査
、
近
日
中
に
報
告
告
が
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

(2〉

『鹿
極
の
民
俗
』
昭
和
四
八
年
三
月
大
鹿
村
教
育
委
民
会
五

on

(

3

)

桜
井
徳
太
郎
『
結
衆
の
原
点
|
民
俗
学
か
ら
追
求
し
た
小
地
峡
共
同
体
桃
成
の
パ
ラ
F
イ
ム

l
」
(
鶴
見
、
市
労
相
嗣

『
思
想
の
臼
険

化
の
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
』

一
九
七
四
年
八
月
筑
摩
市
山
口
町
)

(
4
〉
隠
れ
キ
リ
ジ
タ
シ
は
、
生
月
島

・
平
戸
を
中
心
に
分
布
す
る
集
団
と
、
西
彼
杵
半
島

・
五
島
列
島
に
分
布
す
る
集
団
に
分
け
て
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

州
稿
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン

・
隠
れ
念
仏
」
桜
井
徳
太
郎
編

『
日
本
民
俗
学
脱
盛
3
信
仰
伝
承
』

朝
倉
沓
広
昭
和
五
一
年
九
月

(
5
〉
片
岡
弥
吉

『
か
く
れ
キ
り
シ
タ
y
|
歴
史
と
民
俗
l
』

昭
和
四
二
年
六
月
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
l
二
O
O瓦

(

6

)

組
問
口
勇
八
氏
(
七
七
歳
)
談

タ
1
カ
イ
の
一
形
態
と
し
て
、

t
T
作
り
の
仕
直
し
と
称
す
る
お
届
け
が
あ
る
。

下
界
憎
太
郎
右
リ
ド
ン
ノ
帳
内
下
カ
イ
デ
ハ
ナ
ニ
ガ
シ
ナ
ン

-
-
Y
セ
ン
ハ
ズ
ノ
日
ニ
シ
ツ
ケ
ヲ
、
イ
タ
シ
マ
ジ
テ
、
y
ミ
ト
ガ
ヲ
、
オ
カ
シ
マ
シ

テ
、
ア
ナ
タ
オ
Y

ミ
ゾ
ョ

1
ス
サ
マ
ノ
、
オ
ウ
ケ
ノ
ゴ
イ
コ

1
ゴ
イ
セ
イ
ヲ
、
そ
チ
マ

V
テ
、
ツ
ミ
ト
ガ
ヲ
、
オ
ン
ユ
ル
ジ
下
サ
レ
マ
ス
ル
ヨ
l

ニ

ト
ガ
ノ
オ
コ
ト
ハ
リ
、
ゴ
ク
l
カ
イ
ノ
、
オ
ン
ト
ド
ケ
ノ
オ
ミ
キ
ノ
オ
ン
ハ
グ
ヲ
、
ナ
マ
タ
サ
ケ
モ
ツ
ギ
ソ
エ
マ
シ
テ
、
オ
ン
ト
リ
ツ
ギ
ハ
、
コ
ン

ニ
チ
、
ゴ
ト
1
パ
ン
サ
マ
ノ
、
オ
ン
ト
リ
ツ
ギ
ヲ
モ
チ
マ
シ
テ
、
後
略

(
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
オ
ラ
シ
ョ
」
(『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
十
八
巻
民
間
宗
教
』
一

九
七
二
年
三
月

奈
留
品
永
湿
の
道
脇
増
太
郎
に
よ
る
、
お
届
け
で
あ
る
。

(
7
〉

(
5
〉
参
照

(
8
〉
奈
偲
町
住
松
山
閉
山
吉
(
七
四
歳
〉
談

(

9

)

古田山
M
町
矢
神
田
中
文
古
(
明
治
三
三
年
生
〉
、
問
中
紋
蔵
(
卯
治
二
三
年
生
)
談

(

ω

)

(

9

)

彦
照

(日
〉
福
江
市
鋭
音
平
平
凹
栄
五
郎
(
七
二
成
〉
談

(
ロ
)
稲
江
市
宮
原
宮
本
前
進
(
八
二
歳
〉
談

社
会
と
変

書
房
、-'



(
日
)
同
〈
ロ
)
参
照

(

M

)

(

9

)

参
照

(戸川〉

(
6
〉
参
照

(
凶
〉
回
北
耕
也
『
昭
和
時
代
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ジ
』
昭
和
二
九
年
一

O
月

(げ
〉
同
回
北
前
掲
位
一
一
一
一
頁

ハ
国
)
井
之
目
立
次

『
日
本
町
俗
信
』
昭
和
五

O
年

二

月

弘

文

堂

五
三
f
七
六
真
参
照

河
童
、
蛇
な
ど
の
伝
説
や
昔
話
の
中
に
も
、
金
物
を
嫌
う
テ
ー
マ
が
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
て
き
た
。
妖
怪
等
が
神
的
な
存
在
で
も
あ
り
、

神
的
な
存

在
と
の
交
渉
の
断
絶
を
惹
起
す
る
の
が
金
物
で
あ
っ
た
。

(

ω

)

ち
な
み
に
、

山
仕
事
や
畑
仕
事
ま
で
完
全
に
否
定
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
安
息
日
だ
け
で
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ハ
初
〉
古
野
消
人

『
隠
れ
キ
リ
シ
タ
y
』

昭
和
三
四
年

一一

月

歪

文

堂

二
二
九
J
二
三

O
瓦

(
引
〉
こ
の
た
め
、
役
職
者
は
労
働
の
期
日
が
制
限
さ
れ
る
の
で
、
役
職
者
に
な
り
た
が
ら
ず
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
衰
退
し
て
い
く
原
因
と
も
な
っ
て

い
る
。

(

忽

〉

(

6

)

参
照

(幻
)

(

6

)

参
照
九
三
四

f
九
三
五
頁

(
刷
出
)
同
前
掲
苔
九
六
一
頁

(
お
)
回
北
(
時
〉
二
二
七

t
二
三

O
頁
参
照

(
町
四
〉
(
日
)
参
照
、
ま
た

拙
稿

「隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の

『
天
地
始
之
事
』」

(『東
京
立
正
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
六
巻
〉
傘附…

(幻
)

死
ん
で
生
ま
れ
た
子
に
も
、
サ
ズ
ケ
を
行
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
も
山
内
な
る
。
名
前
は

コ
ツ
テ
と
つ
け
る
の
で
あ
る。

(
お
)
福
江
市
宮
駅
宮
本
消
逃
(
八
二
歳
)
談

(
m
U
〉

(
U
〉

品

世
間

(
初
〉
古
野
治
人

『隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
』

昭
和
三
四
年
一
一

月

歪

文

袋

二

一四
J
五
瓦

門
別
〉
生
月
町
壱
部
鳩
山
隼
吉
(
明
四
一
年
生
)
談
以
下
は
、
主
と
し
て
増
山
氏
に
よ
る
。

日
本
学
術
振
興
会

頁

九

(
刊
日
)



。
(
竹
川
)

(
日
記
)
古
野
前
掲
魯

(
幻
)
(
出
〉
参
照

(
制
〉
古
野
前
掲
舎

*

本
研
究
は
、
昭
和
五
三
年
度
私
学
研
修
福
祉
会
在
校
研
修
(
特
殊
研
究
)
の
研
究
助
成
金
を
受
け
て
行
な
っ
た
、
調
査
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
こ
こ
に

記
し
て
感
謝
し
た
い
。
現
地
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
各
地
教
育
委
員
会
及
び
故
老
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
と
に
、
五
仏
高
校
教
諭
森
田
豊
彦
先
生
、

立
正
大
学
地
理
学
科
林
利
則
氏
、
生
月
町
教
育
委
員
会
白
石
氏
に
は
、
話
者

ρ皇
此
紹
介
等
お
世
話
い
た
だ
い
た
。
今
後
の
研
究
で
感
謝
の
窓
を
表
す

る
つ
も
り
で
あ
る
。

一
二
六
l
一三

O
瓦
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